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⼟浦市⺠憲章�
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�）年に策定した第８次⼟浦市総合計画に基づき、「⽔・み

���������� ������ 活⼒のまち� ⼟浦」の実現を目指し、「地域⼒」

と「市役所⼒」が⼀体となった協働のまちづくり、⾏財政改⾰の推進と市⺠サービス

の向上の２つを計画推進の基本姿勢に位置付け、市⺠や団体、ＮＰＯ
�
���� �

これまでより⼀歩進んだ協働によるまちづくりと、効率的で無駄のない⾏財政基盤を

確⽴させることによる、持続可能なまちづくりを進めているところです。�

�

!"!����#$�%�& '()��*+ 	���,,）年の統計開始以来、年

-�./0�1�) ,
万⼈を割り込むなど、少⼦化が予想を超えるスピードで進⾏
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LM56]^�_` a<!)(�23�

�

さらに、新型コロナウイルス感染症の世界的流⾏は、これまで

培ってきた社会の在り⽅や価値観、また、⾏動様式を根本から覆

すような劇的な変化をもたらしており、市⺠の⽣活や地域の経済

bc�S�d����efghi�jk�l�mn�(o�"

���fpqS�rst8uvw;xyz{|}~�LM��X

⾒据えたものに迅速に変化させていかなければなりません。�

�

��B��� ����
�）年９⽉に、
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理念の下、持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現の

ため、令和 ���
	
）年を年限とする � �&¢���£

げられており、本市においても、ＳＤＧｓの理念・考え⽅
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このようなことから、現計画の期間内ではあるものの、改めて、時代の潮流を⾒定

�4±B�LM56]^のあらゆる変化に柔軟かつ的確に対応するとともに、市⺠の

�S�»¼�½§¼X¾( ¿À!�RnÁn�Â=ÃÄ�"�(�/��(XyÅ�

その⼈らしく暮らせるまちづくりを実現するため、令和４（�
��）年度を初年度と

2Ær4�ÇÈlÉX´Ê2ÆS�B23�
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�lÉ�����´Ê2ÆlÉ�ËBÌ±Í ÍÎÏÐ�

れる計画として、今後とも⻑期的な展望に⽴った計画的な市

政運営を⾏うための総合的な計画となります。�

�
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りの指針とするとともに、令和４（�
��）年度からの総合
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� 	ØPQ�!)(�2��ä�lÉ ã()���年ごとの⾒直しとなり、社会経
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基本構想の期間は、令和 ���
��）年度から令和 	��
	）年度までの 
 年

-�!�23�4�ß³lÉ�ä�Pé £�4f´�áXßà2Æ»ïlÉXÑà

<2Æ4��lÉBº��lÉW-� 	 年間とします。さらに、計画の実効性と弾

⼒性を確保するため、毎年度、ローリング⽅式
�
による⾒直しを⾏います。�
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�� ������� 中⻑期の計画などを、⼀定期間が経過するごとに⾒直しをすること。�



 

��

 

���� 計画の進⾏管理�

�

計画の進⾏管理については、ＰＤＣＡサイクル
�
による進捗管理と計画の進展に向

けた改善を着実に⾏います。具体的には、基本構想と実施計画を接続する個別計画を

基本目標ごとに位置付け、施策・事業については、この個別計画において進⾏管理を

⾏います。あわせて、総合計画においては、施策・事業の実施により発⽣する効果・

��X�2Ú��Ú� Ö2Æ��� ã()���Ó�S�X�.!4±B���

的・重点的に取り組む政策⽅針に位置付けられた施策・事業については、毎年度その

進捗状況を公表するとともに、個別計画の進⾏管理を通じた事務事業評価や市⺠満⾜

度調査（アンケート）などの��X¦�Z)¥��©ª!�23�

�

また、個別計画の⾒直し等の中で、本市を取り巻く社会経済情勢の変化も踏まえ、

目標値の⾒直し及び施策・事業の改善を検討するとともに、総合計画に抽出する指標

についても、その都度⾒直しを検討することで、総合計画の着実な推進を図ります。�
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調査、市⺠アンケー
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業の⾒直し・改善を
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（１）新型コロナウイルス感染症の流⾏とその影響�

� � � �

令和２（�
�
）年１⽉に新型コロナウイルス\]^�_`abcd,[efgh

て以降、感染者数の急激な増加に伴い、緊急事態宣⾔が発令される事態となりました。

ijkClm�m��nop��qrstuvY�wxwyzw{zwn|#}~�

ることで、新型コロナウイルスの感染拡⼤を防ぐため、⼈々の⼤幅な⾏動変容を促す

��c���h'�Nu���BX��s��cP���Xs+%�'��

�

� � �例えば飲⾷店を対象とした営業規制、東京 �
�
 ������z�������

の開催延期及び令和３（�
�!）年の無観客開催を始め、スポーツ、⽂化等に係る様々

s�������z�⽌や開催⽅法の変更、感染拡⼤下における都道府県境をまた

ぐ不要不急の移動の⾃粛などの感染症対策が⾏われた結果、特に観光業及び飲⾷業

�u�,[��s� #¡¢[Z%��%'um£¤¥¦u§¨©ljª©�r«

が影響として表れており、昨今の少⼦⾼齢化の流れを加速させる懸念が⽣じていま

���

�

¬¥u\]^���u®¯°±²#³´XµPg

¶u��·¸¹º�»¼½¾�c¿À��¦XuÁÂ

Ã¸�
�
XLMghÄÅ�sÆ�z��Çº½�¾c

È��Ä��¥uÉÊ�ZªË�ÌÍ
�
cª%hYYÎ

+%���

�

� � �g�X�uÏ�センシャルワーク（医療福祉、流通、

⽣活衛⽣など、社会⽣活の維持に不可⽋な仕事）への注目の⾼まり、これまで進ん

でいた情報、産業、物流、⾦融等の様々な⾯でのグローバル化の軌道修正の動き、

世界的な財政⽀援の増加など、その影響は現在に留まらず、将来に渡っても強く⻑

Ð��#PÑ�¦��Ò&�h%���

�

（２）⼈⼝減少及び少⼦⾼齢化の進⾏�

� � � �

Ó��5m£�uÔ �
x�

�）年の１億 �Õ�
� Öm#�¸�Xr«×Ø�sÙ

ています。今後、⼈⼝減少及び少⼦⾼齢化は深刻さを増し、令和 "�x�
1
）年頃に

�u5m£�ÚÛ !2�万⼈まで減少するとともに、年少⼈⼝は !Õ121 Öm�5m£

の１割程度、⽣産年齢⼈⼝は 1Õ�-1 万⼈と総⼈⼝の半数程度まで落ち込む⼀⽅で、

5m£X��ÄÜÝb�Þ6�ß "�％にまで上昇する⾒込みです。�
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特に少⼦化の進⾏については、令和元（�
!2）年の

jª©xà�|� �� Ö �Õ


 m�?áâ«#ãä�

[å+ujª©�r«�æç#è}Äé¸º¥¿ê¥

Z%��%'u¬ë� !ì�1まで回復した合計特殊出⽣

率
�
も、ここ数年微減傾向にあります。�

�

さらに、少⼦化の進⾏は、家族形態の変化をもたら

���¦Xuíîï
�
�PQðñ�Ysc+�qòXó

る⼦育て世帯の孤⽴化や⼦ども同⼠の交流機会の減少など、⼦どもと家庭を取り巻く

問題は多様化しており、⼦どもの健やかな成⻑への影響が懸念されます。�

�

したがって、国においては、若ZôLc�§lõt¦XYZ[�ö÷#È�¥�Ä

社会をつくり、「希望出⽣率 !ì�Í
�
#È��Ä',u�§uøùzjúuõû[�

個⼈の⾃由な意思決定に基づくことに⼗分留意しながらも、未婚化・晩婚化や有配偶

出⽣率
�
�qò�ZÙ'u«õ��üAsýþX���Ä��¦XuÊ������

ルス感染症の流⾏により重要性を増している安⼼して⼦どもを⽣み育てられる環境

整備を始め、⻑期的な展望に⽴って、令和の時代にふさわしい総合的な少⼦化対策を

��X¿,Ä����[Z%���

�

あわせて、⾼齢化の進⾏は、介護・医療分野の負担

��加を招くとともに、公共交通不便地域においては、

	
�b
�
の増加による買物を始め、移動⼿段の不⾜等

��)cª�Ästu��s��cP���cÒ&�

h%���

�

� � 特に⽣産年齢⼈⼝の減少は、サービスの提供や地域の

経済活動の⼤きな制約要因となる懸念があります。働き⼿が不⾜することで、経済

Ë���lðñ����Á����XYsc+uú�����s��uªËH�
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近年、豪⾬災害を始めとする⾃然災害が頻発し、かつ、激甚化しています。平成

�������）年以降、それまでの �����	���
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移り変わりつつあり、気象災害リスクは、その危険度を増しています。#
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!!）年の東⽇本⼤震災から !
年以上が経過しましたが、南海

トラフ地震、⾸都直下地震の発⽣確率は、"
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これまでも、住⺠の⽣命及び財産を守るため、地⽅⾃治体は、国と連携しつつ、防
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対策に取り組んできましたが、近年には、地震によりエリア
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⾏政区域を越えた広域的な課題として災害被害の最⼩化に備えていく必要がありま
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� 犯罪に対しては、⼈々の防犯への意識が⾼まるとともに、防犯カメラの普及などの
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ウイルス感染症に関連した便乗詐欺の発⽣など、時代とともに、犯罪の⼿⼝は⾼度
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� 医療⾯では、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤期

において、重症者の急激な増加などにより、地域の医療

体制がひっ迫し、地域医療が崩壊しかねない事態に陥っ
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が勃発した際の地域の保健・医療分野における機能の継
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熱帯⾬林の減少（森林破壊）、野⽣⽣物種の減少、開発途上国の公害といった地球環

境問題が深刻化しています。化⽯燃料の⼤量消費による温室効果ガス排出量の増加、
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の流⾏は、森林減少な

ど⼟地利⽤の変化等に伴う⽣物多様性の損失や気候変動等の地球環境の変化が関係

しているとも⾔われており、⼈と⾃然がいかにして共⽣していくのかを今⼀度考え直
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ことによるワーク・ライフスタイルの変容は、家庭部門の電⼒消費量、データ通信量

や⼀般廃棄物の排出量が増加するなどの変化にもつながっており、その影響は、社会、
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地球環境問題の解決に向けては、今世紀後半に世界全体の温室効果ガス排出量を実
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）年から本格的に始まり、我が国に
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）年までに、温室効果ガスの
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�

+?,@ABCDEFGHI��!JK>�

�

⽣産年齢⼈⼝の減少が続く中、社会を維持し、経済を活性化させるため、質の⾼い
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できるよう、ＩＣＴの導⼊及び利活⽤の積極的な推進がより⼀層求められています。�

あわせて、近年の情報技術の目覚ましい発展とともに、社会のデジタル化が次々と

実現しています。これにより、今まで実現可能性のみに留まっていた多種多様な技術
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また、新型コロナウイルス感染症の流⾏を契機として、ＭａａＳ
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、⾏政⼿続等の
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デジタル活⽤が進まなかった領域も含めた多くの分野
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等を通じて、産業の効率化や⾼付加価値化を図るととも�

� �

��  !!"� S��������+	
+	+������」の略称で、地域住⺠や旅⾏者⼀⼈ひとりのトリップ単
��	�T����t��.��%	����]�F��	�T�����������

��.��;� ;!�^��"�#A����	5"*+

�� #$%&'()*+,-.-/0)1234� $%��&'�()	*�/+��t���
,�-",&-�����r�.�./]IJ	����V��01]������&'

�2,��+3()""���%4�	�	]��5�6�7��$%8�;9 �+3

��:;¡	<�=�¢H()5"*+



 

���

 

Xu<»ôLf
¼¸ºÁ½x»£|
�
#S,��Ä»¼½¾H�lu®¾°

�
u

¹�¿»¸½
�
uÀ®

�
�ZÙ'»¼½¾±²�ËBc9%¥ÁèXÂA�s+%���

�

このように、ＩＣＴは、今や国⺠⽣活や経済活動の維持に必要不可⽋な技術となっ
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る「担い⼿」不⾜を解消するためにも、⼥性や⾼齢者の就

業率の⼀層の向上に向け、異なる就業形態間での公平な待
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さらに、地域社会の縮⼩や⾎縁・地縁の弱体化が進む⼀⽅で、医療技術の進歩、健

康意識の⾼まりから、健康寿命は延伸しています。「⼈⽣ !

年時代」
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（７）⾏財政改⾰の推進�
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新経済・財政再⽣計画に沿って着実に取組を進め、令和７（�
��）年度の国・地⽅
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⼀⽅、地⽅⾃治体においては、住⺠に最も⾝近な⾏政サービスを提供する基礎⾃治
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⼤震災を始め、経済や災害における様々な危機から住⺠の暮らしを守ってきました。�

�

!"!�����OPQêëQRFS<�'T<2ÆËB�rst8uvw;xy

染症の影響により地⽅税等の⼤幅な減収が⾒込まれる⼀⽅で、感染症拡⼤への対応と

地域経済の活性化の両⽴などに対応しなければならないことから、今後は、持続可能

で安定的な地⽅財政の基盤の確⽴がより⼀層不可⽋となります。�

�

>�ef�äUXd�VW�S��2Æ4� ��R

の透明性や予⾒可能性を⾼め、財政のマネジメントを強

化する必要があります。特に⾼度経済成⻑期に集中して

整備された公共施設等については、中⻑期的な視点に基

づき、⻑寿命化や集約化・複合化などコストの縮減・平
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また、⼈々のライフスタイルの多様化や⽣活範囲の広域化に起因して、⾏政に求め
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ーション（ＤＸ）の推進により、地域社会のデジタル化と併せて、住⺠の⽣活機能の

確保、持続可能な都市構造への転換、都市・地域のスマート化の実現など、⾏政が担
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で、「誰⼀⼈取り残さない」効率的かつ効果的な⾏政運営が求められています。�
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サービスの⾦額の総和）に対する債務残⾼の⽐率のこと。分⼦に債務残⾼、分⺟に ���

をとって算出され、経済成⻑によって改善する指標となる。�
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本市は、東に我が国第⼆の広さを誇る霞ヶ浦、⻄に万葉の世から名峰と謳われた筑

波⼭を臨む、⽔と緑に恵まれた歴史と伝統のある茨城県南部の中核都市です。江⼾期

には、霞ヶ浦湖畔に築かれた城下町として、また、⽔⼾街道の陸上交通、霞ヶ浦を経

由した⽔上交通の要地として成⻑を続け、⽔⼾に次ぐ常陸国第⼆の都市として繁栄し
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新治村と合併し、令和２（�
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）年には、市制施⾏ �
 周年という⼤きな節目を迎
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となり、筑波研究学園都市に隣接するなど、地理的条件に恵まれています。�
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また、市南⻄から北東に向かって、常磐⾃動⾞道、国道６号及びＪＲ常磐線の基幹

的な交通網が並⾏して整備されており、市内には、常磐⾃動⾞道⼟浦北ＩＣ及び桜⼟

浦ＩＣ（市境）並びにＪＲ⼟浦駅、荒川沖駅及び神⽴駅が整備されています。�
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地勢は、筑波⼭麓を市の北端に持ち、霞ヶ浦に向かって市北⻄から中⼼部に桜川等

の河川が流れ、低平地を形成するとともに、河岸段丘・台地部も多く⾒られます。市
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本市には、霞ヶ浦はもとより、河川、⽔路、ため池など、多様な⽔辺に恵まれてお
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も懸念されています。また、内陸の⾥⼭など、市内には⽐較的良好な樹林地が残り、

uvvu�FFwj&�った森林性の⿃類なども確認されています。�
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りましたが、令和２（����）年には、増加に転じており、現在 �� 万⼈程度で推移
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年齢３階級別⼈⼝では、年少⼈⼝は、減少傾向にあります。平成������）年か

� ��年で、⼈⼝数では約 �� 	��!"��#$ %&�������

また、⽣産年齢⼈⼝は、平成７（���'）年までは増加傾向にあったものの、平成

�������）年以降は減少に転じました。⼈⼝割合においても、平成７（���'）年の

(�)�％から減少に転じ、令和 ������）年には '�)* +#�� %&�������

�

⼀⽅、⽼年⼈⼝は、増加傾向にあります。⼈⼝数は、平成 �������）年には年少

��,-./	��������）年から �� 年で約３倍となっています。⼈⼝割合で

�	�� �������）年には ��)� + �� ,01	���	02345
�
678�

��9�令和 ������:年には ��)� +;/	��������）年から �� 年で約

��％も増加しており、現在は、全市⺠の約３割が⾼齢者となっています。�
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<=>?
�
�	�� ������*）年には死亡数が出⽣数を上回り、⾃然減が進⾏し

�����&@ABC23A�DE6FGHIJ�KL6F/	<=>?�	MNO

%&PQRSTU+RVWXYGU+Z�	U�PQ�	���[\��6]^T_

`�GO�+a1�Y����

�

bc	45>?
�
�	�� �������）年に転出数が転⼊数を上回り、その後⼀部

の年を除き、この傾向が継続していたものの、近年は回復基調が⾒られるところです。�
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次に、本市と他の⾃治体との間の社会移動の状況を⾒ると、令和２（����）年は、

県北に位置する⽇⽴市や本市の北東側の近隣⾃治体である⽯岡市、かすみがうら市か

らの転⼊数が多い⼀⽅で、本市の南⻄側の近隣⾃治体であるつくば市、阿⾒町や⽜久

市、また、県外では千葉県への転出数が多くなっており、本市を中⼼にして、北から

⼈が流れ込み、南へ⼈が出ていく⼈⼝移動の状況が⾒て取れます。�
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社会移動について、年齢階層別に⾒ると、�� �����	
��������

��歳代後半以降は主に転勤などの仕事の都合及び結婚、出産や住宅購⼊などの⼤き

�������������� !"#$%&'��()

)

ここで、本市の年齢（* 歳階級）別の転⼊・転出者の状況を⾒ると、�〜+ �� *

〜, ��� #-�*〜, �� .�〜.+ ��� #-��*〜�, �� /�〜/+ ���

るとき、また、それ以降の世代についても、*� ��"0��	
�1234"56

が続いており、こうした傾向が少⼦⾼齢化に拍⾞をかけていると推測されます。)
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令和 �7����）年の県内外の年齢（*歳階級）別の社会移動の状況を⾒ると、.�

��89 :* 歳以上の年齢階層において、転⼊超過となっています。.� ��
�;

<=>"?@ABC"1D�EF�G'
�H?�IJ� KL"M"NOPQR

の進学を機に本市へ住む学⽣が多い等の理由が想定されます。:*歳以上の年齢階層

においては、東京圏からの転⼊が多く、定年等による退職を機に、Ｉターンする等の

理由で本市へ転⼊することが多いなどの理由が想定されます。)

)

ST�,��	89 /�歳代の年齢階層においては転出超過となっており、出産を

機に世帯単位で転出する⼈が多いなどの理由が想定され、つくば市や阿⾒町などの県

>"M?@A89UVWR"12�EF�XYZ��()

)

�[���歳代前半の年齢階層においては、全体を⾒ると : \"1234#�XY

Z����12]" , ^_`�UVWR12aYbc�Kde�a�UVW>R

の企業の就職を機に転出することが多い等の理由が想定されます。)
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)
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�������������������������〜��％程度

の⼈⼝減少となっており、北部の新治地区、都和中地区や南部の六中地区ではより⼤

きな減少となっています。また、神⽴駅の⽴地する五中地区や隣接する⼆中地区、荒

川沖駅の⽴地する三中地区は増加傾向にあるなど、地区ごとにばらつきが⾒られます。�
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また、地区ごとの⾼齢化率を⾒た場合、新治地区は /fg/h	i!jF�kZY�

六中地区が⾼くなっています。⼀⽅、五中地区が �*g�h#i!lZG#BC�\m

減少率が⾼い地区ほど⾼齢化率が⾼くなる傾向があります。)
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o�\m
 fgf万⼈程度で、就従⽐は１を上回り、周辺地域から市内に就業者を呼
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z{|\m
�
については、本市は、通勤や通学によって昼間に流⼊する⼈⼝が多い

ことから、昼夜間⼈⼝⽐率
�

�}~ *�7.,f*）年以降⼀貫して .��hd3�YZ

��()

)

また、隣接 * 市町の直近の昼夜間⼈⼝⽐率については、つくば市が .�fg:h��

�?� u+g,h���?� ,.g:h�B����C?� u*g*％、阿⾒町が ,/g/h#�X

Ybc�G'��aY�H?
 .�,g,％と⾼い⽐率を⽰していることから、本市が
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市への通勤・通学元はつくば市、かすみがうら市等の近隣⾃治体が多くなっています。�
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産業別の売上⾼を⾒ると、卸売・⼩売業が全体の +�h��y�� �*hd���G

れらは県平均を上回ることから、商業・⼯業に強さが⾒られます。)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

また、周辺⾃治体と⽐較した場合、年間商品販売額は、つくば市に次いで⾼く、平

� �+7��.�）年にいったん下がったものの、回復基調にあります。)

)

�y�2���
��� �u7��.:）年に下がったものの、その後同程度の値で推
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)

���2�
��� �u7��.:）年をピークに減少を続けており、令和元（��., 

年には、⽜久市に次いで２番目に低い値となり、農家数等は平成 ��7��.�）年をピ
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H?	
�4¦�
�§� �u7.u,*）年の霞ヶ浦付近の地震と⼤正 .�7.,�/ 

年の関東⼤震災で市域に⼤きな被害が記録されています。また、平成 �/7��.. 

年の東⽇本⼤震災においても、市域全体で被害が発⽣しました。)

)
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)

昭和以降に発⽣した風⽔害では、昭和 ./7.,/u）年６⽉〜７⽉の梅⾬前線、昭

~ .:7.,+.）年の台風８号、昭和 /:7.,:.）年 : ¾"¿À�Á�½ Â©	�

数百〜数千⼾の浸⽔被害が発⽣しました。また、昭和 :.7.,u:）年８⽉の温帯低

ÃÄ	!�ÅÆ¨©��¯°aYZ��()

)

地形的には、本市中⼼部を流れる桜川や霞ヶ浦周辺では、洪⽔の危険性が指摘さ

れており、河⼝付近では３ｍ未満の地域が多いものの、より内陸側では最⼤ .�Ç
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市内の３つの鉄道駅の乗⾞⼈員数は、⼟浦駅は、始発駅となっているだけでなく、

広域間を連絡する特急停⾞駅となっていることもあり、乗⾞⼈員数が他の駅より多

������	
���� �������）年から令和元（����）年までの間にお

いて、神⽴駅は乗⾞⼈員数を⽐較的維持しているのに対して、⼟浦駅及び荒川沖駅

は⼤きく減少し、近年は下げ⽌まりつつありましたが、令和２（����）年は、新

���������� !��"#!$%&�'()#*+,-.���	
�

�

バス利⽤者数は、最も利⽤者数の多い関東鉄道バスは、平成 �/�����）年を底に

01+23�)!!���4�����）年から再び減少に転じています。また、ＪＲ

5�6�� �������）年から令和元（����）年の間で、利⽤者数が約６割減少

しています。令和２（����）年は、鉄道駅の乗⾞⼈員数と同様に7�������

��� !��"#!$%&�'(),-.�89�:+;<=>5�6#*�,-

?�����	
�

�

@ABC+D��6�7���������� !��"#!E�F+GH.��

IJ!KLMNF�OP!QRS�RTJUVJWVOXY!Z[\]^+_`&

いることから、今後も、利⽤者数の減少が継続することが危惧されます。�
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本市の観光⼊込客数は、全国屈指の知名度を誇る「⼟浦全国花⽕競技⼤会」への来

訪者が最も多くを占めています。また、近年は、約 ��� abcde �f� ab&gh

していましたが、令和２（����）年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡⼤の

$%&�ijklmnopq#rs)tu+�v�w+x9�e4�万⼈、対前年度⽐

&y�z!,-?�����	
�

�

{|&�}\m~�!��FER��N�?.����4�����）年 ���+l

⻑約 �4��!iD����k9`9`�N�s\�C.�.�
�����FER�

����?.��� /�����4）年 / �+6�����jk����+�����

ＪＲ東⽇本及び本市が整備を⾏った「りんりんスクエア⼟浦」が、平成 /�������

年/⽉にはつくば霞ヶ浦りんりんロード、川⼝運動公園に隣接して、本市が整備を⾏っ

た「りんりんポート⼟浦」がそれぞれ開業するなど、⾃転⾞利⽤環境の整備が着実に

_`&89���FE�����?	v��!�� \¡¢+£(vx¤+����
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また、令和元（����）年 �� ���	
��������������	���

���
���� !"#  �$�
�
�%&'(�)*+,	-.�	/01��

の⼀環として、本市の充実した⾃転⾞利⽤環境の活⽤による更なる交流⼈⼝の拡⼤が

⾒込まれるところです。2
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���� 市⺠意⾒の取りまとめ�

�

（１）⼟浦市⺠満⾜度調査�

� � �

¡¢&6�¥¦§¨+©ª�«�¬+D���y年に⼀度、市⺠の意向を把握するために市

⺠満⾜度調査を実施しています。以下に令和������）年度に実施した調査の結果を⽰します。�
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「ある程度もっている」が
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ÊËÒÓ� � � � �令和２年 �� � ��⽇（⽕）〜�� � ��⽇（⾦）�

ÊËGÌ �� yÔ��� b�
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◆⼟浦市の施策の満⾜度・重要度について� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � ��項目の各種施策ごとに「現在の満⾜度」と「今後の重要度」を５段階で評価しても

�����	
��������������������������
��� �!
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要である）を４ポイント、どちらともいえないを３ポイント、やや不満である（あまり重要で

ない）を２ポイント、不満である（重要ではない）を１ポイントとして、それぞれのポイント

�� !�"#�$�%&�� '!�()�*+,-./

満⾜度・重要度共に⾼いのは、「休⽇・夜間などの救急医療体制」、「消防・救急の整備」

といった医療系の項目や「⼩中学校施設や教育内容の充実」、「幼稚園など幼児教育の充

"#
�$�%&'�()
*$+�� �!

!

⼀⽅で、全地域及び全世代で共通して、重要度が⾼い反⾯、満⾜度が低いのは、「駅前

など中⼼市街地のまちづくり」、「バス路線や鉄道などの公共交通網」、「バリアフリーに

よる施設や道路の整備」、「公園、⼦どもの遊び場などの整備」といった、まちづくりの

()
*$+���,-��./��012�3�456*78�95
:;� �!
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【⾃由意⾒まとめ】�

�

�� ���������� !"#$%&"#'()*+� � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � （意⾒提出者� � f�� b� � 提出意⾒数� � �f� Þ��

�

� Wno#r\ßvà?
�á9&ßvWâb�ãäà?\&åv� U��

� Wæç\-��
�

� Wèé\êc&ßv
���kWëìíW��� U��

� ・⾞を持っていれば買物に便利である。（店舗の⽴地がまとまっている� U��

� W���\8�.�
����\ê	W7
� U��

� W±´�	�
�èéêc&!wcW�lWÉ!D�\9Wb�\x�� U��

�

�

�� 市⺠サービスで「もう少し○○なら利⽤しやすくなる、利⽤したい」と思ったこと� �

,-./!0�12345�6���7�879:;<=� � � � � � � � � � � � � �

（意⾒提出者� � f/� b� � 提出意⾒数� � 4�� Þ��

�

・バス路線の拡⼤や便数の増加�

→限られたバス路線しかなく、利⽤する機会がないため拡充してほしい。もう少し� �

便数を増やしてほしい。最終時刻が早すぎるため、増便してほしい。�

� ・駐⾞場の利便性�

→市役所（ウララ）を利⽤する際の⽴体駐⾞場が狭く駐⾞しづらいため不便である。

平地に作ってほしい。市営駐⾞場の料⾦をもっと安くしてほしい。�

� W�SS¸�`5�!"��

→運⾏間隔が空きすぎて使いづらい。地区の隅々までカバーしてほしい。�

� ・ゴミ袋の料⾦�

� � � ��)¤-.��.��.�
�

�

� �
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（２）まちづくりの提案に関する意⾒募集�

� � �

本市では、市政やこの総合計画の策定に向け、市⺠との協働のまちづくりの⼀環とし

て、御意⾒や御提案、地区の課題等をお聞きする意⾒募集を実施しています。以下に令

�������）年度に実施した調査の結果を⽰します。�

�

�

�

�

�

�� ���������� !"#$%&"#'()*+�

� � ・公⺠館等での講座が充実している。�

� � W@�\��
�

� � W�OP�O¼+SR����w���.�)d¹v
�

� ・⻲城公園を中⼼として城下町の歴史を感じる。�

� W����! !\".�
�

� ・都内や空港へのアクセスが便利である。�

� W�#�+#èé���k�\ßv
�

�

�

�� 市⺠サービスで「もう少し○○なら利⽤しやすくなる、利⽤したい」と思ったこと� � �

,-./!0�12345�6���7�879:;<=�

� � � � � � � � � � � � � � � � � （意⾒提出者� � �� b� � 提出意⾒数� � �4 Þ��

�

【意⾒抜粋】�

・広報紙の配布⽅法や発⾏回数の⾒直し�

→⾃治会委託以外での配布⽅法を検討してほしい。委託、郵便、メール配信などは

どうか。また、発⾏回数も⽉ � ½&��!&6��c
�

・公⺠館等の講座の増設�

→各種講座（公⺠館、交流センター）内で英会話（観光ボランティア通訳にチャレ

R$�U!%&�0�.��.�
�

W'î��(!�ï�

�'î��(\-��
���)tÉ*+'î���R�+î�\-��
',(

で⾏ける施設を増やしてほしい。�

・⽣ゴミ処理の購⼊助成�

� � � � →⾃宅で⽣ゴミ処理ができる「キエーロ」に助成⾦を出してほしい。コンポスト

より使いやすく、⾒た目もいいので、利⽤者が増え、ゴミの削減につながると

-¤
�

・⼟浦駅に北改札⼝を新設�

� � � � →ＪＲとの協⼒で、⼟浦駅ホームの最北端に北⼝を作ってはどうか。北⼝を作る

à?&�jk�./!�0?�¼b101+23	v?4¹v
���56�

7N5N)�¼?�9��k89!:;<+�v
� �

=>GÌ � � 市内に居住し、⼜は通勤し、若しくは通学している⽅及び市内に事務

所などのある個⼈⼜は法⼈若しくは団体の⽅�

=>ÒÓ� � � � �令和 /年 � � ��⽇（⽕）〜/ � ��?�o��
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（１）新型コロナウイルス感染症収束後の新たな社会を⾒据えた対応�

�

新型コロナウイルス感染症の影響は、流⾏と収束を繰り返しながらも数年の間続く

)!?4¹d(���	
�

�

�����"#@u!��!AðBC�b?

b?!DEFr!G,?���7�����

����� の流⾏による⼈々の⾏動変容は、

HI��¹v�N��!J��É!KLI

M!CeñN?�9�O�ß��ÉPr+8

¶vb?b?!D�\9!QR[�)�d	
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と⼈との交流の機会は著しく減少していることから、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化とあい

まって、今後、地域社会全体の活⼒が⼤きく低下していくことが危惧されます。�

�

⼀⽅で、医療分野や企業活動を始め、⽇常における
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ブ会議を始め、⼈と⼈との交流が制限されたabò&
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多様な働き⽅・ライフスタイルを享受できるとともに、年齢、性別、⼈種や存在する
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きるとの認識が拡⼤しています。これにより、⼈々の考え⽅も、都会へのアクセスを
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地⽅への移住の関⼼が⾼まっています。本市の⼈⼝も、令和２（����）年の国勢調
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両⽴するとともに、あらゆる⾏政分野において、未来技術の利便性を享受しつつも、

b?b?!Èの絆を⼤切にするバランスの取れた施策を構築していくことが求めら
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本市では、超⾼齢社会に突⼊している⼀⽅で、少⼦化が進⾏しており、死亡数が出
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9º¶¡¢+8��6�'î��帯の近隣⾃治体への転出超過
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は個⼈の⾃由な意思決定に基づくことに⼗分留意しながら、若
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時代のニーズに的確に対応した魅⼒ある⼦育て環境の更なる
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今後、社会環境がどのように変化しても、⼼⾝共に健やかに成⻑できるよう、地域全
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望を切り開く第⼀歩となります。�
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⽀える⽣産年齢⼈⼝の相対的な減少を意味します。こ

こで、社会移動の状況を⾒た場合、本市では、⼦育て

世帯の近隣⾃治体への転出超過と併せて、東京圏から
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停滞させないためにも、⽣産年齢⼈⼝だけに頼らずと
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本市は、これまで、市⺠との協働によるまちづくりを進め、⼀°!�¶�Ñ���

ます。今後は、こうした従来の市⺠協働の取組の強化に加え、まちづくりを学ぶ機会

の提供等による担い⼿づくりを進めるとともに、地域⼒の向上に向けた市⺠団体等の

⾃発的・⾃律的な活動を促進することで、地域のつながりや触れ合いを活性化させ、

持続可能な地域コミュニティを確⽴することが重要となります。�
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� �/�����）年 /⽉に発⽣した東⽇本⼤震災、また、近年の各地での激甚化・

頻発化する豪⾬災害など、私たちの⽣活を脅かす災害の脅威が目に⾒えて⾼まってい

�	
�

�

市⺠満⾜度調査の結果を⾒ると、本市は災害が少ない⾯が評価されていますが、過

去には⼤きな災害も経験しており、地形的に⾒た場合、桜川流域及び⼟浦駅周辺の中
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でと異なる取組も必要になってきます。さらに、新型コロナウイルス感染症等の感染
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取組も不可⽋となります。�
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境破壊の進⾏による気候変動が⼤きく影響している
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あわせて、⽣態系を守り、市⺠が快適に⽣活していくためにも、⾥⼭や筑波⼭麓の

豊かな⼭林などの緑の保全や霞ヶ浦や河川の⽔質改善を始め、⾝近な環境問題に関す
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社会移動の状況を⾒た場合、��歳代前半の年齢階層においては、特に東京圏への
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た若者が将来も⼟浦に住み続けたい、あるいは、⼟浦から転出した若者がライフステ
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いつつあった中⼼市街地は、近年、市役所や図書館の
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に向けて動き始めたところです。市⺠満⾜度調査の結
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「バス路線や鉄道などの公共交通網」、「バリアフリー

による施設や道路の整備」、「公園、⼦どもの遊び場などの整備」といったまちづくり

の項目において、市⺠の関⼼が⾼いものとなっていることから、今後も�jk�./�

の広域拠点や神⽴・荒川沖の⽣活拠点の整備など、公共交通を軸としたまちづくりを�
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進め、市⺠の⽇常⽣活の利便性を⾼めることで、少⼦・超⾼齢社会にあっても持続可
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2

また、本市は、商⼯業を中⼼に発展を遂げており、⽣産年齢⼈⼝を呼び込むために
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て⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこん、花などの特産物や全国屈指
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まっていることから、東京圏に近接する地理的優位性との相乗効果により、⼟浦の新

たな魅⼒を創造することで、⽣活の場として「オンリーワン」の付加価値を創出し、

⼈⼝還流の強化に取り組むことが重要となりまAB2
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本市では、これまで、全ての市⺠が相互に⼈格と個性を尊重し合いながら、幸福な

⽣活を送ることができるよう、誰もがそれぞれの個性と能⼒を発揮できる男⼥共同参

 ¡|
�
の構築や異なる⽂化や価値観を互いに尊重し、認め合える多⽂化共⽣社会
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容⼒にあふれる社会の実現に向けた取組を推進してきました。2

2

今後も、市⺠や地域社会を取り巻く環境が変化する中で、地域社会を構成する⼀⼈

ひとりがお互いへの理解を深めるとともに、誰もが居場所と役割を持ち、⾃分らしく
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市⺠のニーズの多様化・⾼度化に対応するために、⾼
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る全ての市⺠を対象として、中学校区ごとの地域にお

いて、⾏政、社会福祉協議会、保健・医療機関、福祉

サービス事業所等と地域住⺠が連携して、⽀援を⾏う
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ク」の更なる深化に向けた取組などを通じて、地域福

祉は、個⼈ではなく、地域社会全体で担うとともに、市⺠⼀⼈ひとりが関わっていく
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（６）効率的・効果的な⾏財政運営と広域連携の推進�
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には、限られた財源・⼈材を重点的に投資し、課題解決につなげていく効率的・効果

的な⾏財政運営は必要不可⽋となります。2

2

ここで、本市の財政状況は、近年、重点的・集中的に取り組んできた公共施設整備

に伴う維持管理費や公債費の増加のほか、増⼤を続ける社会保障関係費、⽼朽化した

公共施設等の改修・更新費⽤などの財政的課題に対応していく必要がある⼀⽅で、新

型コロナウイルス感染症拡⼤の影響により市税の⼤幅な減少が⾒込まれ、予断を許さ

4=CG*4�<=/AB2

2

したがって、今後は、⾏政コスト（⼈件費、資本
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不断の⾏財政改⾰を⾏うとともに、⼈⼝維持、HI
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な公共施設マネジメントの推進、⾏政デジタル化に

よる業務の効率化と市⺠サービスの向上など、地⽅公共団体の責務となる「最少の経

費で最⼤の効果を上げる」という原則の下、適正な⾏政運営を推進することで、持続
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⼀⽅で、鉄道や幹線道路といった県内外を結ぶ交通網、サイクリングルートなどの広
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今後、⼈⼝減少が進み、なおかつ、地域住⺠の⽣活⾏動圏が拡⼤する中で、市⺠の
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⾃治体とそれぞれの強みを⽣かした広域での連携による効率的なまちづくりを推進
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将来像は、本市の⻑期的かつ総合的なまちづくりの指針である総合計画の中で、令

� �������）年度を目途に目指す「まちづくりの⽅向性や将来の姿」を目標として
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将来像の概念�
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市⺠の誰もが、それぞれ抱く夢や希望をかなえることができるよう、個性と
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⽣のスタートを切り、⼤きくなるにつれ、郷⼟愛を深めていき、⽣涯を通して

⼟浦で⽣きていくことを⼼から誇りに思えるよう、全ての市⺠にとって「夢の
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〜「地域の宝」で⼈を呼び込むまち�〜�

�

⼟浦に活⼒をもたらすために、あらゆる⾯から市⺠の暮らしを豊かにすると

ともに、更なる産業発展を促進します。�

あわせて、⻑きにわたる⼟浦の歴史と伝統の中で培われてきた本市の「地域

の宝」に磨きをかけるとともに、時代の変化に応じて、新たな地域の魅⼒を⽣

み出すことで、本市ならではの魅⼒あふれるまちを創っていきます。�

さらに、創り出した魅⼒を通じて、⼀⼈でも多くの⽅に⼟浦に関⼼を持って
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物理的な⼈のつながりに制限が加わったことで、⼈と⼈とのつながりの在り⽅⾃体が

HIJ���J)�*+

+

KLM
NO�P('Q
RSTUVW�X2YZ[\]�
�
�^_L�`a
b

際化の進展といった時代の変化に伴い、性別や⼈種、年齢、障害の有無などにかかわ

らず、個⼈を尊重し、認め合う共⽣の意識を醸成することが必須となります。その上

M
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cdst�Kuv=Jw�Fがり合い、お互いを⽀え合う、多様性と包容⼒
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したがって、「夢のある、元気のある⼟浦」の実現に向けて、市⺠の誰もが居場所
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さらに、こうしたまちづくりを礎に、福祉や医療、防災・防犯、⼦育て、教育といっ
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本市は、⽔⼾街道の陸上交通及び霞ヶ浦を経由した⽔上交通の要地であり、県南地

域の中⼼地として栄えてきた歴史があります。また、交通インフラの利便性を⽣かし

て、産業⽴地が進んでおり、霞ヶ浦を中⼼とした観光的な魅⼒も備える⼀⽅で、本市
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など、多⾯的な特性を持っています。しかしながら、近年の⼈⼝減少や少⼦⾼齢化に

より、全国の地⽅都市と同様に、にぎわいが失われつつあることから、地域の活⼒を
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本市ならではの魅⼒を通じて地域の活⼒を⽣み出す�
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したがって、「夢のある、元気のある⼟浦」の実現に向けて、市⺠が本市の魅⼒で

ある「地域の宝」を再認識するとともに、本市の特性を⽣かした新たな魅⼒を創出す

ることで、郷⼟愛を育み、かつ、住環境や雇⽤環境、⼦育て環境などの側⾯から市⺠

満⾜度の⾼いまちづくりを進めます。�

�

さらに、こうして⽣み出される⼈やまちの魅⼒を効果的に発信し、⼟浦に興味を�

������	
���、移住、産業⽴地や観光交流等につなげることで、本市なら

ではの魅⼒を通じて地域の活⼒を⽣み出すための各種施策を推進していきます。�

�

�

�

�

�

�

�

����������������	���� !"#$%&�'()*+!,

-%./0�1234!567�.89�:;%<%=>9?@AB�CD�EF)

ど、未来技術を活⽤した社会のデジタル化は現在急速に進⾏しています。�
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形成の両⽴や⼦育て及び教育環境の充実を図るとともに、時代の変化に対応した⾏政

運営や中⻑期的視点に⽴った財政運営を⾏います。�
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ーシップを発揮しながら、周辺⾃治体と連携した広域⾏政に積極的に取り組むことで、
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リーディングプロジェクト 

 

社
会
経

済
情
勢
等
の

変
化

 

「夢のある土浦」の創生 

－誰もがその人らしく暮らせるまち－ 

・市⺠の誰もが、夢や希望をかなえることができるよう、その⼈らし

く暮らすことができる、あたたかさあふれるまちを創ります。 

・未来を担う子どもたちが、こうして育まれた環境の中で安心して人

⽣のスタートを切り、郷⼟愛を深め、⽣涯を通して⼟浦で⽣きてい

くことを⼼から誇りに思えるよう、全ての市⺠にとって「夢のある

土浦」を実現します。 

土浦の特性を生かした将来に向けての取組

の推進 

●若者が⼟浦を愛着を持てるまちに変えて

いくことが重要 

●⽣活利便性向上や雇⽤創出等による活気

ある持続可能な都市構造の実現が必要 

●定住や⼈⼝還流に向け、本市の「地域の

宝」を生かしたまちづくりが必要 

新型コロナウイル

ス感染症収束後の

新たな社会を⾒据

えた対応 

●感染症流⾏に起

因する人の価値

観や⾏動様式の

劇的変容により、

地域社会におけ

る人と人とのつ

ながりは弱体化 

●地域内外での活

動制限により、人

と⼈との交流の

機会が著しく減

少しており、今

後、地域社会全体

の活⼒低下が危

惧される 

●一方で、人と人と

の交流の制限下

でも社会経済活

動の継続を可能

とするデジタル

技術の活用及び

郊外に住む「余裕

を持った生活」に

向けて、地方への

移住の関心が高

まっている 

●本市では、今後地

域社会のデジタ

ル化のより一層

の推進及びあら

ゆる⾏政分野に

おいて、未来技術

の利便性を享受

しつつも、人と人

との心の絆を大

切にするバラン

スの取れた施策

の構築が必要 

安心な暮らしを享

受できる持続可能

な社会の実現 

●激甚化する災害

対応には社会経

済活動の維持・

継 続 や 広 域 連

携、感染症等の

複合災害防止の

視点も必要 

●国際社会が推進

する地球環境問

題 の 解 決 に 向

け、森林保全、

霞ヶ浦の水質浄

化を始め、身近

な環境問題への

取組が重要 

お互いを認め合い、

支え合う地域共生

社会の実現 

●社会の変化に対

応した地域共生

社会の実現に向

けた取組の着実

な発展が必要 

●地域や家庭の抱

える課題の複雑

化に伴い、地域

包括ケアの取組

の深化などがま

すます重要 

効率的・効果的な⾏

財政運営と広域連

携の推進 

●限られた財源・

人材の中で持続

可能で安定的な

⾏財政基盤の確

⽴が必要 

●本市が県南地域

の中心都市とし

て、リーダーシ

ップを発揮しな

がら、周辺市町

村とそれぞれの

強みを生かした

広域での連携に

よる効率的なま

ちづくりが必要 

少子・超高齢社会の

到来への対応 

●本市では、少子

化対策が喫緊の

最重要課題 

●⽣産年齢⼈⼝の

減少により全世

代活躍型地域社

会の構築が必要 

●地域社会におい

ては、持続可能

な地域コミュニ

ティを確⽴する

ことが重要 

本市の現状を踏まえた課題の取りまとめ 

市
民

意
見

 

本
市
の

現
状

 

「元気のある土浦」の創生 

－「地域の宝」で人を呼び込むまち－ 

・⼟浦に活⼒をもたらすために、市⺠の暮らしを豊かにするとともに、

更なる産業発展を促進します。あわせて、本市の「地域の宝」に磨

きをかけるとともに、時代の変化に応じて、新たな地域の魅⼒を⽣

み出すことで、本市ならではの魅⼒あふれるまちを創ります。 

・創り出した魅⼒を通じて、⼟浦に⼈を呼び込むことで、活気あふれ

る「元気のある土浦」を実現します。 

リーディングプロジェクト及び基本目標 

将来像「夢のある、元気のある土浦」を実現するために、3つの視点に基づき、総合計画を推進していきます。 

将来像「夢のある、元気のある土浦」を実現するため、優先的・重点的に取り組

むべき政策として、４つのリーディングプロジェクトを定めます。 

基本目標 

１ 心豊かに住み続けることのできるまちづくり 

２ 未来につなげる魅⼒あるまちづくり 

3 「しごと」を核とした活⼒のあるまちづくり 

4 全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちづくり 

5 多様性を認め合い、包容⼒を育むまちづくり 

6 ふれあいとあたたかさにあふれる福祉のまちづくり 

7 未来につなげる環境にやさしいまちづくり 

8 効率的な⾏財政運営による持続可能なまちづくり 

将来像「夢のある、元気のある土浦」を実現するため、８つの

基本目標を定めます。 

 

将来像「夢のある、元気のある土浦」 

子どもが夢と希望を持ち、 

生き生きと育つまちづくり 

1 子育て環境の充実  

2 経済的支援の充実 

3 教育環境の充実 

将来目標⼈⼝（令和 13（2031）年）︓128，000 人 

・出⽣率の向上や⻘年・壮年世代の転出超過の改善などを始め、⼈⼝減少の克服（抑制）及び⼈⼝の若返りに向けた実効性の⾼い施策を進めます。 

・「交流⼈⼝」及び「関係⼈⼝」を拡⼤し、本市への⼈⼝流⼊につなげます。 

暮らしやすさ、働きやすさが 

人を呼ぶまちづくり 

1 暮らしの質の向上 

2 地域経済の活性化 

未来につなげる「地域の宝」を 

生かしたまちづくり 

1 「地域の宝」を核とした魅力の創造 

2 「地域の宝」の戦略的な発信 

安心な市民生活を支える 

災害に強いまちづくり 

1 防災・減災対策の充実 

2 防災インフラの整備 

【成果指標：年少人口割合】 

 10.9％→11.4％ 

（10 年後） 

【成果指標：観光入込客数】 

808,102 人→1,755,000 人 

（10 年後） 

【成果指標：社会移動数】 

＋173 人/年→現状値以上 

（10 年後） 

【成果指標：自主防災組織率】 

85.4％→100％ 

（10 年後） 

将来像を支える 

３つの視点 

人と人がつながり合い、 

地域社会を支える 

本市ならではの魅⼒を通じて 

地域の活⼒を⽣み出す 

将来にわたって、 

持続可能な地域を創造する 
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本市の将来目標⼈⼝については、最も⼀般的な「将来⼈⼝推計」データである国⽴
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国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の最新の推計である平成 ������ ）年の推計に
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したがって、結婚・出産・⼦育て世代の出⽣率の向上や⻘年・壮年世代の転出超過

の改善、中⾼年世代の転⼊の促進などを始め、⼈⼝減少を克服（抑制）するとともに、

⼈⼝構造の若返りに向けた実効性の⾼い施策を進めることで、令和 �������）年の
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（２）交流⼈⼝・関係⼈⼝の拡⼤�
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会移動の推移を⾒ると、特に 78 9:;<=� >8 歳代といった若い世代において転
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そこで、今ある本市の強みを最⼤限に活⽤しながら、東京圏を始めとする流出先に

は⾒られない個性ある魅⼒づくりを進め、市外からの来訪者である「交流⼈⼝」を拡
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さらに、近年、移住した「定住⼈⼝」でもなく、観光に来た「交流⼈6S�TF��

地域や地域の⼈々と多様に関わる「関係⼈⼝」と呼ばれる地域外の⼈材が若者を中⼼
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このような「関係⼈⼝」の存在を認識し、こうした⼈たちの「地域に貢献したい」

という想いを受け⽌めるとともに、継続的な関⼼や交流を通じ、様々な形で受け⼊れ、

地域と継続的なつながりを持つ機会を提供していくことが、「交流⼈⼝」の拡⼤とと
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したがって、引き続き、本市の魅⼒あふれる「地域の宝」を戦略的かつ効果的に発
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に積極的に取り組み、本市の知名度を⾼めること

で、「交流⼈⼝」及び「関係⼈⼝」を拡⼤し、本市への⼈⼝流⼊につなげます。�
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���� ⼟地利⽤の考え⽅�

�

本市は、筑波⼭麓と霞ヶ浦に挟まれた地域であり、桜川等の複数の河川が流れてい

ます。また、⽔⼾街道などの交通路が整備され、沿道に街が形成されるとともに、街

を中⼼として近くには集落が分布し、⼟浦を形づくってきました。�

�

� このような本市の地勢や現況を踏まえ、基本構想を実現する空間として、⼟地利⽤
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⾏政サービスなどの機能や先⼈から受け継いできた夢とロマンあふれる歴史・⽂化
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との交通アクセスを良好に保ち、市外からの来訪者も含め多くの⼈が集う、広域的

な交流拠点としてにぎわいのある都市機能の充実を図ります。�

�

�����vw���������������uvw����y����

性に配慮しつつ、市⺠や来街者が集い、⽔辺に親し�����&4�������

としての⼟地利⽤を推進します。�
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た市街地として、ＪＲ神⽴駅を中⼼とする市街地地区については⼯業集積を⽣かし

た隣接市との交流拠点にふさわしい市街地として、それぞれの特徴を⽣かして、都

⼼部を補完する南北の副都⼼としての都市機能の維持・向上を図ります。�

�
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域特性を⽣かした市街地として、多様な⼈々が⽣き⽣きと安⼼して暮らし、交流す

る良好な市街地の形成を図ります。�

�
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�� 集落環境ゾーン�

本市の市街地ゾーン及び⾃然環境ゾーンを除く範囲は、広く、農地・集落・⾥⼭
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布し、市⺠が住まい、働く場所であり、かつ、⾝近な⾃然と触れ合える場となって
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このゾーンでは、⼈⼝減少による集落の空洞化・過疎化を防ぐとともに、適切な

⼟地利⽤を誘導することで、⾃然と⽣活がほどよく両⽴し、共存するゾーン形成を
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の機能を保持するとともに、霞ヶ浦の⽔辺環境は、⽣物の多様性を育み、市⺠が⽔
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等の環境保全活動の充実を図るとともに、⾃然を活⽤した交流機会の提供など、市

⺠の⽣活を豊かにする取組を推進します。�
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本市では、ＪＲ常磐線、常磐⾃動⾞道、国道６号といった基幹的な交通ネットワ

ークが、本市を南⻄から北東に貫く形で整備されており、市街地ゾーンもこれらの
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本市においては、この都市軸を基軸として、円滑な交通を実現する幹線道路網の
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ンや周辺を結び、市⺠が暮らしやすく、地域が持続可能となる交通ネットワークを
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あわせて、スマートインターチェンジの整備を推進し、まちに活⼒をもたらすた

%�������d�#⽣かして、各インターチェンジ周辺地区の適切な⼟地利⽤
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筑波⼭麓、霞ヶ浦の２つの⾃然資源とそれらの間に流れる桜川は、本市の⾃然�
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守るとともに、市⺠が⾃然を楽しみ、活⽤する活動をサポートする環境整備を図り
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つくば経済圏内での交流を促進し、市⺠の⽣活利便性を向上させるとともに、県
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⼈⼝構造の若返りに向けて、⼦育て世帯の転⼊促進・転出抑制を含め、⼦ども
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本市では、⼦育て世帯の経済的負担の軽減を図るとともに、⼦どもの成⻑に

応じた切れ目ない⽀援を⾏うために、⼦育てに関する業務を集約・強化し、幼

児期の保育や教育、地域の⼦育て⽀援を総合的かつ計画的に⾏うため、「こど
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これからも、「かがやけ︕⼟浦の⼦どもたち」を合い⾔葉に、未来を担う⼦
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このため、多様化・⾼度化する教育保育ニーズに合わO�QY��c�ò:
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という理念の下、地域全体
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実を図ります。あわせて、⼥性活躍の視点から仕事と⼦育ての両⽴の⽀援に
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ズに対応するため、幼保連携型の「市⽴認定こども園⼟浦幼稚園」の整備を
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担う公⽴保育所と地域の保育施設が⼀丸となって、本市全体の保育の質の向
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親⼦が孤⽴することがないよう、⼦育て世帯が地域や家族とつながり、楽
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��01E� 仕事と⼦育ての両⽴�

⼥性活躍の視点から保育体制を強化することで、保護者の仕事と⼦育ての

両⽴につなげます。�

また、近年の⼥性就業率の上昇等により、共働き家庭等の児童数の更なる

増加が⾒込まれていること=����;��������;Qãd����
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⼦育ての各段階に応じた様々な経済的⽀援制度について、適宜内容の⾒直

し・拡充を図ることで、⼦育てにかかる経済的負担に対する不安の解消に取り
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��01�� ⼦育てにかかる経済的⽀援制度の不断の⾒直し�

本市では、これまでも、独⾃に教育・保育無償化の対象外児童の保育料の

軽減や⼩児の医療福祉費⽀給制度の拡充を⾏っていますが、今後も、各種経

済的⽀援制度の不断の⾒直しを⾏うことで、⼦育てに伴う家計の負担の軽減
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社会環境に適切に対応していくことで、より良い教育環境の整備と⼀層の学
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学校施設の⻑寿命化を図るとともに、全校を対象とした快適で使いやす
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また、推進に当たっては、保護者や地域住⺠と適宜議論するとともに、

広く市⺠への周知を⾏っていきます。�
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観光振興及び交流⼈⼝拡⼤に向けた取組成果を⽰す指標です。�
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年度までの平均の伸び率１％Å年を勘案して、A8 年後において、基準値から
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あふれる歴史や⽂化、稼げる農業として⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこん、花な
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これら「地域の宝」を最⼤限に⽣かして本市の魅⼒を創造し、戦略的に発信

することで、⼈⼝還流を強化し、持続的に発展できるまちを目指します。�
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の取組を推進することで、交流⼈⼝の拡⼤及び市
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ンの開催を通じて、市の魅⼒を全国にアピールするとともに、交流⼈⼝の
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国指定⽂化財「上⾼津⾙塚」や「旧茨城県⽴⼟浦中学校本館」、茨城県指

定⽂化財「⼟浦城跡及び櫓門」、国宝や重要⽂化財も含まれる⼟浦藩⼟屋家

の旧蔵資料、伝統的な祭りなど、これらの本市に伝わる歴史・⽂化にまつ
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て創造した様々な魅⼒を戦略的に内外へ発信します。�

rrrrr� s�K4(e� rrrrr�
�

��01�� シティプロモーション戦略の展開�

市⺠が⼟浦に愛着を持ち、誇りを持って住み続けたいと感じてもらうと
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若者を始め、市⺠に本市の魅⼒を再認識してもらう取組を推進します。あ
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社会動態について、転出抑制及び転⼊増加の効果により、中⻑期的には１年当
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は、多種多様な⼈々が住み良いと感じる社会を構築する必要があります。�
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本市では、家庭⽤ごみ袋の有料化制度については、ごみの減量化が進んでい

る現状を踏まえ、家計負担を考慮し、ごみ袋の値下げを⾏うとともに、公共交

通不便地域におけるコミュニティ交通
�
の実証運⾏に向けた取組を進めるなど、

市⺠の⽣活に寄り添った施策を実施してきており、今後も、多様化・⾼度化す

る市⺠ニーズを的確に把握し、市⺠の暮らし満⾜度を⾼める取組を推進してい
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あわせて、産業発展を促し、まちに活⼒をもたらすことで、地域経済の活性
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全ての市⺠が⽣活しやすい持続可能な公共交通を実現するとともに、にぎ

わいと魅⼒のある快適で利便性の⾼い空間を形成することにより、暮らしの
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本市の都⼼部となるＪＲ⼟浦駅を拠点とする中⼼市街地と、南北の副都⼼

となるＪＲ荒川沖駅及びＪＲ神⽴駅を中⼼とする市街地については、相互に
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コミュニティ交通の導⼊拡⼤に向けた検討を進めるなど、公共交通不便地
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��01E� ⼟浦港周辺地区の⼟地利⽤の推進�

⼟浦港周辺地区については、多くの⽅々が訪れる魅⼒ある⼟地利⽤を推進
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��01�� 主要幹線道路等の整備�

周辺地域の活性化や暮らしやすさの向上を図るとともに、道路ネットワー

クの強化及び交通渋滞緩和を図るため、主要幹線道路等の整備を進めます。�
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動公園及び⼄⼾沼公園は、市⺠の広域的なリクリエーションの場及び健康づ
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企業⽴地等を促進し、まちに活⼒をもたらすことで、質の⾼い雇⽤の確保
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��01�� インターチェンジ周辺地区の⼟地利⽤の促進�

⺠間事業所などの⽴地促進を図るため、流通拠点である⼟浦北、桜⼟浦の

各インターチェンジ周辺地区について、適切な⼟地利⽤の誘導を⾏っていき
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本市の農作物について、⼟浦ブランドセールスによる販路拡⼤に総⼒を挙

げて取り組むとともに、稼げる農業として⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこんを

核として、新規就農奨励等による後継者不⾜解消など、地域農業が抱える課
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地域における防災体制の更なる強化を図るため、今後 Na年間において、⾃主
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近年、地震や風⽔害を始めとする⾃然災害が激甚化し、その脅威は目に⾒え
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感染症の流⾏期等に⾃然災害が発⽣した場合の複合災害も懸念されていると
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今後も、災害被害を最⼩化し、市⺠の⽣命、財産、そして⽣活を守るため、

⾏政のサポートによる地域防災⼒の強化を推進するともに、国⼟強靭化に向け

て、必要不可⽋なインフラ整備を⾏うなど、ハード・ソフトの両⾯から、市⺠
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安⼼な市⺠⽣活を⽀える災害に強いまちづくり�
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防災の意識向上に対する啓発活動を進め、「⾃助・共助」の考えの下、市⺠
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��01�� 地域防災⼒の強化�

多様な主体のそれぞれが、防災を「⾃分ごと」として捉え、⾃律的に災害

に備えるまちづくりを目指し、市⺠の防災意識の向上と地域コミュニティの

更なる醸成を図るとともに、積極的な防災・減災対策を実施します。�
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急傾斜地の崩壊による災害から市⺠の⽣命を保護するため、法に基づく急

傾斜地崩壊危険区域の指定を受け、崩壊防⽌対策を⾏い、危険区域の解消を
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��01:� 橋梁の安全対策�

災害時における緊急輸送路等を確保するため、橋梁の耐震性の向上を図る

��Tに、道路交通の安全性を確保するため、⻑寿命化修繕計画に基づき、

計画的かつ予防的な修繕を⾏っていきます。�
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新型コロナウイルス感染症の流⾏による社会の閉塞感や学校⽣活、学習
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ち、成⻑していくための環境づくりを進めていく必要があります。�
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また、時代が劇的に変化する中で、⼦どもたち⼀⼈ひとりが「⽣きる⼒」
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地⽅創⽣の取組において、⼈⼝減少を克服（抑制）するためには、出⽣率の回復・
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⼈の意思を尊重しつつ、結婚、妊娠・出産、⼦育てのライフステージに応じた、切

れ目のない総合的な施策を推進することで、特に若い世代の結婚・出産・⼦育てに

~#G���\�= !�"#$�

�

あわせて、未来を担う⼦どもたちが安⼼して産まれ、⼼⾝共に健やかに成⻑でき

るよう、時代の変化に応じたより良い教@�����A01Z@�[\�]�"#$�
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ツに親しむ環境を充実させることにより、全ての市⺠が⽣涯に渡って⼼豊かに住み
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� � � � !� 結婚・出産・⼦育ての切れ目ない⽀援の充実�
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将来的な⼈⼝の維持、⼈⼝減少の抑制、さらには、⻑期的な⼈⼝構造の若

返りに向けた出⽣率の回復・維持のため、結婚・出産・⼦育て世代の希望に
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ともに、家庭内や地域社会のつながりが希薄になる中での相談⽀援を⾏うこ
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少⼦化の進⾏及び⼦どもたちの多様化の進展により、ますます重要性を増

す学校教育について、保護者及び関係機関と連携を図りながら、更なる充実
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さらに、急激に進む情報化社会に対応するための情報活⽤能⼒の向上と合
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もに、⼦どもたちが⾃ら主体的に課題に対応し、解決する⼒を⾝に付けるた
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/� 将来を⾒据えた⻘少年教育の推進�
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Û��+3zÜÝ�変化等により、⼦ども同⼠のコミュニケーションや異

なる年齢層との交流が減少し、社会性や⼼の豊かさを育む機会が少なくなっ
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みづくりや、学校・地域社会が連携して、貴重な学びや成⻑の機会の充実、
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��施設の維持管理・改修による魅⼒向上、

利⽤⼿続の簡略化、スポーツイベントを契機

とした関⼼の喚起等、誰もがスポーツに魅⼒
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を感じ、楽しく安全に利⽤できる環境の提供に努めることで、市⺠の健康増
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市⺠の多様なニーズに対応した学びの機会の充実に努めるとともに、既存

の活動の⽀援、活動拠点となる施設の⽼朽化対策などを⾏い、市⺠が⾃主的
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染拡⼤を契機に、都⼼を中⼼に地⽅移住への関⼼が⾼まりを⾒せているこ
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りを始め、感染症がもたらした観光のトレンドの変化を的確に捉え、例え

ばテレワークと本市の魅⼒を掛け合わせた施策のQ����y�����
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域の宝」を有しています。「地域の宝」は市⺠の⽣活を豊かにするとともに、積極

的に活⽤・ＰＲすることで、市外の⼈を惹きつける⼟浦ならではの魅⼒にもなりま
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地域の魅⼒を⽣み出し、これらを積極的に活⽤することで、本市の魅⼒を市内外に

広く知ってもらい、観光や交流、ひいては移住・定住にもつなげることで、地域の
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ぐ取組を推進することで、地域の持続的な発展につなげる魅⼒あるまちを目指しま
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未来につなげる魅⼒あるまちづくり�
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!� 地域の魅⼒を⽣かした観光のまちづくり�
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魅⼒を活⼒に、市⺠・事業者・⾏政の連携の
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改⾰とあいまって、テレワークが急速な広がりを⾒せるなど、地⽅への34
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のある⼈に、「地域の宝」を⽣かした⽣活体験等を通じて本市の魅⼒をアピー
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する地理的優位性との相乗効果により、本市への移住・定住を促進します。�
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本市の先⼈から引き継がれた貴重な歴史・⽂化遺産を適切に保存し、次の�

世代に継承するため、⽂化財の保存活⽤や施設の⽼朽化対策に努めます。�
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また、市⺠⼀⼈ひとりが⽂化芸術に関⼼を
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に⽣かしていくため、市⺠やまちづくり団体

との協働体制の下、景観計画を推進し、良好
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U��ö�ウイルス感染症の流⾏は、⼈と⼈との接触機会を制限したこ
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タル技術等を駆使した時流に合わせたサービス提供など、事業者の改⾰を
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本市は、これまで、歴史的な成り⽴ちから商⼯業中⼼に発展をとげてきました。

また、稼げる農業として⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこんや花など、特⾊ある農産物
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イド化により活気を失いつつあった中⼼市街地は、近年、市役所や図書館の駅前へ
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⽣かした産業振興を図るとともに、更なる企業誘致や消費者の新たな需要の創oÐ

に取り組みます。あわせて、中⼼市街地へのにぎわい創出の取組を促進し、魅⼒あ

る都市環境を形成することで、「しごと」を核とした活⼒のあるまちを目指します。�
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「しごと」を核とした活⼒のあるまちづくり��������
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^� 中⼼市街地のにぎわいと活⼒の創出�

�

⼟浦駅周辺を中⼼に整備された施設を活⽤して、市⺠との協働により、中

⼼市街地のにぎわいと活⼒の創出に努めます。特に霞ヶ浦周辺の⽔辺空間に
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交流⼈⼝の増加を図ります。�
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に対し、融資制度の情報提供と円滑な資⾦調
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るにも関わらず、農林業経営体の減少、就農
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に、農地の集約化等により⽣産効率を⾼め、

経営感覚を持つ経営体が⼒を発揮できるよう

にするとともに、⻘年層の農業就業者の増加
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優れた⽴地環境のＰＲや優遇制度の充実による企業誘致を促進するととも

に、市内の中⼩企業者に対する経営指導、事業資⾦融資のあっせん等を通じ
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など、企業⽴地後の⻑期にわたる事業継続に向けた⽀援に努めます。�
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様化するニーズに対応し、農林⽔産物の⾼付加価値化や新規需要の創造を図
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⾼齢者や⼥性の雇⽤安定に向けた制度の周知啓発を図るとともに、ハロー
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東⽇本⼤震災以降、災害対策への意識が⾼まる中、新型コロナウイルス

感染症の流⾏は、より幅広い事態を想定した災害対策の必要性を再認識さ

せました。市⺠それぞれが⾼い防災意識を持つとともに、衛⽣管理への意

識も持つ必要があります。�

�

また、⾏政や企業においては、感染症の感染を防⽌しつつ、業務を継続
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さらに、近年頻発する⾃然災害に対して、感染症との複合災害を前提と
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近年多発している風⽔害や猛威を振るう⻯巻、今後発⽣が予想される⾸都直下型
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併せて、多様な主体のそれぞれが、防災を「⾃分ごと」として捉え、⾃律的に災害

に備えるまちづくりに向けた取組の更なる充実・強化が急務となります。�
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すが、犯罪の⼿⼝の⾼度化・多様化や⾼齢者を狙った犯罪の増加など、⽣活に⾝近

で不安感を助⻑される犯罪は後を絶ちません。�
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よる事故が多発しており、本市においても、通学路の安全確保や⾼齢者の交通事故
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とで、全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちを目指します。�
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全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちづくり��������
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近年、気候変動に起因して激甚化・広域化する⾃然災害による被害を最⼩化

するため、新型コロナウイルス感染症対策の経験を踏まえ、感染症の流⾏期等

における複合災害にも留意しながら、災害発⽣時の社会経済活動の維持・継続

に備えるとともに、流域治⽔等広域的な災害対応を進めます。くわえて、無⼈

航空機などを活⽤した情報収集能⼒の強化等を図ることで、より的確な災害対
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耐⽕性向上など、災害に強い都市基盤の整備を、既存インフラの⽼朽化対策

も考慮しつつ推進するとともに、⼟地利⽤の
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窃盗など⽣活に⾝近な犯罪が多く発⽣していることから、市⺠の防犯意識
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等にも取り組み、市⺠の不安感の緩和に努めます。�
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商法、⼦どもが巻き込まれる犯罪・事故を防ぐためにも、地域の⾒守り活動
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/� 全ての災害から市⺠を守る消防・救急体制の強化�

�

全ての災害から市⺠の⽣命と財産を守るた
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救急訓練などを通じて市⺠の防⽕防災に向け

た意識の醸成を図ります。�
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地域防災⼒の充実強化や⾃主防災組織の活性化を進めるとともに、国・県単

位での広域の応援体制の強化などにより、地域全体の消防⼒の⼀層の充実に

>�ý"#$�

� �



 

���

 

0� 市⺠の安全を⽀える交通安全対策の推進�

�

通学路の安全確保や⾼齢者の交通事故対策
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もが安全に移動することができる⼈と⾞にや
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近年激甚化・頻発化する風⽔害に対応するため、計画的な⾬⽔排除対策を

推進するとともに、施設・設備の予防的な補修や計画的な更新を推進します。�

�
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を促進するとともに、ハザードマップの活⽤を進め、市⺠の⾃助意識・防災

意識の向上を図ります。�

�

�� #$�%&���'(��6:�n����

�

U=!�Ö|®�n×+��OàñÔÕ���m�Ö×)jN�Pú(�

消費⾏動の多様化も加速し、消費⽣活をめぐる問題も⼀層複雑化すると考え
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新型コロナウイルス感染症に関連して、感染者や医療従事者等への偏

⾒・差別を始めとする、様々な⼈権問題が発⽣しています。また、感染症

に起因して、⽣活不安やストレスによるＤＶ被害等の増加・深刻化や⼦ど

もの⾒守りの機会の減少による児童虐待リスクの⾼まりなど、様々な社会

的課題が浮き彫りとなっており、感染症に関する正しい知識の普及や各種

の取組及び適切な⽀援と併せて、⼈々の相互理解や寛容さを育てる意識啓
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また、感染症の感染拡⼤を防⽌する観点から、地域住⺠が集い、コミュ

�������図る場や市⺠協働の場、地域活動に参加する機会が減少し

ています。したがって、物理的でなくとも、地域住⺠同⼠が触れ合える機
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市⺠の誰もが個性と多様性を互いに尊重し、⽣きがいを感じ、その⼈らしく暮ら
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値を全ての市⺠が共有しなければなりません。�

�

また、性別を問わず誰もが希望する形で社会参画できる男⼥共同参画社会や、⽇

本⼈市⺠と外国⼈市⺠が異なる⽂化や価値観を互いに尊重し、認め合える多⽂化共

UV�WX4GH�Y�D�B��Z[�\]ZJ4T^_4`ab�LM��D

��MB���

�

cdB�ef(�Dg�B�hi4�jk���	��cl46m�no�C�

pI��V会経済情勢の変化に伴い、市⺠ニーズの多様化、⾼度化はますます進ん

B
�q�rs/tuvwxy!"#4!"z{�| -./01�234}W�

りの弱体化が危惧されていることから、市⺠との協働については、これまで以上の

深化と取組領域の強化が課題となります。�

�

したがって、地域社会を構成する⼀⼈ひとりがお互いへの理解を深め、⽀え合う
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⼒を育むまちを目指します。�
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多様性を認め合い、包容⼒を育むまちづくり��������
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� !� ⼈権意識の醸成と平和意識の啓発�

� � � �

⼈権の尊重や平和の推進といった普遍的価値の実現には、市⺠⼀⼈ひとり

の⼈権意識の醸成や、平和に対する意識啓発が求められています。⼀⽅で、

近年の急速な情報通信技術の進展を始め、社会状況の変化等により、克服し
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を持つ世代が年々減少している中で、戦争のない平和な世界を求める取組を
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など様々な機会を通して⼈権意識の醸成・啓発を推進します。また、「非核平
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類永遠の平和に対する意識啓発の推進により、平和の尊さを後世に伝えてい
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"� 思いやり、理解し合う男⼥共同参画社会の構築�
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多様性を認め合い、包容⼒のある男⼥共同
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ことが重要です。そのために、男⼥共同参画

意識の啓発・広報活動を⾏うとともに、仕事
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能⼒を発揮することのできる男⼥共同参画社�4¼½�Y�����
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市においても、永住者や定住者など、滞在が⻑期化する外国⼈市⺠の増加が
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を始め、姉妹都市等との国際交流や国際理解講座等を通して、市⺠の国際意

識の醸成を図るとともに、外国⼈市⺠が地域で暮らしやすい環境を整えるこ

とで、国籍や⺠族などの違いにかかわらず、⼀⼈ひとりが異なる⽂化や価値

観を互いに尊重し、認め合い、同じ⼟浦市⺠として共に⽀え合って暮らせる
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⺠との協働が求められることから、市⺠4Ð

治意識の⾼揚を図るとともに、地域における
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進する取組等を通じて、市⺠との協働のまち

づくりの更なる推進を図ります。�
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あわせて、市⺠との協働のまちづくりを進める上で、不可⽋となるまちづ
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の重要性を再認識させました。⼈の健康と命を⽀える医療・保健・福祉は

安⼼して市⺠⽣活を送るために必要不可⽋なものであり、これらエッセン

シャルワークの維持・充実に注⼒していく必要があります。�
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活を⽀える地域社会の⼒を取り戻すことや、医療・福祉分野におけるＩòó

導⼊による効率的な業務実施体制の構築などに取り組む必要があり����
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地域社会に関わり続けることが⼤切です。あわせて、障害の有無によって分け隔て
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の理念などに基づき、誰もが⾃分らしい⽣き⽅を追及できる社会の構築に資
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⼀⽅で、家族形態の変化や福祉ニーズの多様化・⾼度化に伴い、地域福�(�»

⼈ではなく、地域社会全体で担うとともに、市⺠⼀⼈ひとりが関わっていく必要が
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また、新型コロナウイルス感染症の世界的流⾏を契機に、エッセンシャルワーク

である医療・福祉は、市⺠⽣活を守るために、これまで以上に重要なものとなって
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そのため、市⺠や事業者等と⾏政が相互にパートナーシップを確⽴し、医療、保

健、福祉を始め、様々な分野で全世代型の社会保障を実現することで、市⺠⼀⼈ひ

とりが互いにその⼤切な存在を認め合い、⽀え合いながら、豊かな⼈⽣を送ること
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D� 市⺠・社会・⾏政で⽀える地域の福祉�

�

急激な少⼦⾼齢化や核家族化の進⾏、⼈々の価値観の多様化を背景として、

住⺠同⼠のつながりや助け合いの希薄化など、地域福祉を取り巻く環境は⼤

きく変化していることから、家族や⾏政に加えて、地域全体で福祉を⽀えて
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このため、地域社会を基盤とした、市⺠・地

域・⾏政の協働による地域福祉の推進を図りま
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涯学習等への積極的な⽀援を⾏うとともに、地域包括⽀援センターの更なる

 !"��Y�WX��#|���4×Ø )��-.ª�$BïðñcJ

%��4U=�&�, 78p�
C����

�

また、今後ますます増えると⾒込まれる⾼齢者の認知症の発症を遅らせ、
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が⾃分の住み慣れた地域において、孤⽴することなく、⽣きがいと誇りを持っ
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U� 誰もが安⼼して暮らすことのできる医療体制・社会保障制度の充実�
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誰もが⽣涯にわたって必要とする医療を受けられるよう、医療環境の充実

9� 社会保障制度の運⽤、医療費の適正化や

��124"��Y�����

�

さらに、今後は、新興感染症等の流⾏のリ
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すことができ、その⼈らしい⽣き⽅を追及することができるよう、地域住⺠
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ージに応じた適切な⽀援を⾏うことで、⾃⽴と社会参加を促進し、障害のあ
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また、⾼齢者や障害者、妊婦や⼦どもを始め、全ての⼈が移動に不⾃由な

く、安全かつ快適に⽣活し、活動できるよう、公共施設や道路等のバリアフ
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ノーマライゼーションの理念に基づく⼈にやさしいまちづくりを推進します。�
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による過剰包装への注目から、⽯油由来原料から持続可能な原料への置き
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さらに、新型コロナウイルスを始めとする新興感染症は、⼟地利⽤等の
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⾃然環境と共⽣するための取組の更なる推進が重要となります。�
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世界的な規模での環境破壊の進⾏による気候変動や⽣態系への影響は、極めて深
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また、⾥⼭や筑波⼭麓の豊かな⼭林などの緑が都市化などにより年々減少すると

ともに、⻑年にわたる重要課題である霞ヶ浦や河川の⽔質改善は、これまで重点的
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況にあることから、⾝近な環境問題に関する各種取組は、⽣態系を守り、市⺠が快
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題の解決のため、市⺠・事業者・⾏政の協働により環境基本計画を推進する
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の導⼊・省エネルギー化に取り
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れた⾃然環境を後世に引き継ぐため、市⺠の

環境に対する意識啓発に努めます。�
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がある上、都市化による⼭林の減少などの問題も顕在化しています。こうし
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また、未来を担う⼦どもたちを始め、市⺠
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循環型社会を構築するため、ごみ処理体制の充実を図るとともに、市⺠・

事業者・⾏政の協働・連携の下、ごみの減量化とリサイクル活動をより⼀層

推進します。あわせて、延命化を⾏っているごみ処理施設については、今後

も、適切な維持管理を図ります。�

�

また、⽣活環境を保全するため、市⺠や事業者と連携した取組を通じて、
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係る設備の整備・維持管理を進めます。�
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また、下⽔道については、下⽔道設備の整備・維持管理により適切な下⽔処理
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さらに、上下⽔道事業については、運営の効率化等による健全な事業経営に努
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新型コロナウイルス感染症に対しては、⾏政が各種機関と連携しつつ、

感染症予防やワクチン接種などの対応を⾏ってきました。その過程におい

て、全市⺠の接種の周知・確認等の事務を始めとして、⾏政事務を迅速に

実施する必要が⽣じており、今後、⾏政のデジタルトランスフォーメーシ

ョン（ＤＸ）を積極的に進め、的確かつ効率的に市⺠サービスを提供して
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� � ⼈⼝減少及び少⼦⾼齢化が進⾏する⼀⽅で、多様化・⾼度化する市⺠ニーズに対

応していくためには、時代の変化に適応した良質な⾏政サービスを提供することで、

市⺠の快適な暮らしを⽀えるとともに、持続可能で安定的な⾏財政基盤を確⽴する

ことが必要不可⽋となります。�

�

このため、マイナンバーカードの普及促進や⾏政⼿続のオンライン化を始め、市

⺠サービスのデジタル化を促進するとともに、全ての市⺠が安⼼して、かつ、便利

に暮らせるための道路、公園などの基幹的な社会基盤の整備や地域特性に応じた秩

序ある適正な⼟地利⽤、超⾼齢社会や地球JK���3�ßI&�,Wm~���

�4¼½WX�P	p����

�

あわせて、本市の事務処理へのデジタル技術の導⼊促進や、共通する⾏政課題及

び広域的な⾏政需要に対応するための広域⾏政の推進を図るとともに、公共施設等

については、財政マネジメント強化の観点から、中⻑期的な視点に⽴って、計画的

な集約化・複合化や⻑寿命化対策等に取り組むことにより、コストパフォーマンス

の⾼い効率的な⾏財政運営による持続可能なまちを目指します。�
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市⺠に適切な⾏政サービスを効果的に提供していくため、周辺⾃治体と連

携した積極的な広域⾏政を推進し、⾏政サービスの⼀層の向上を図るととも
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また、⾃治体間の交流を促進し、連携を強化することで、本市の広域的な
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E� 魅⼒的な都市環境・住環境の創出�

�

道路、公園など、本市の持続的な発展や市

⺠⽣活を⽀える都市基盤の整備を進めると
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路線バスやコミュニティ交通の利⽤促進や

ＪＲ常磐線の輸送⼒の強化及び更なる利便
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時代の変化に応じた交通⼿段の検討などを⾏うことで、効率的なネットワー

ク形成と市街地の活性化を図り、魅⼒的な都市環境・住環境の創出を図りま

���

�

U� ����0���fJ���[����t�

�

efZpË�°±I�$9�
�j�GH��I��¹gºg4-.çb

に応じた合理的な⼟地利⽤を進め、時代の変化に即した効率的で持続可能な
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V� ⾏政情報の発信の充実と市⺠参画の推進�

�

⾏政情報のより活発な活⽤を促すとともに、公正で透明性のある⾏政運営

を確保するために、ホームページの充実を始め、ＩＣＴを活⽤しながら、⾏

政における広聴機会と⾏政情報の提供の充実を図りつつ、情報公開制度や個

⼈情報保護制度、パブリック・コメント
�
制度の適正な運⽤と充実を図りま
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また、各種計画策定など政策形成の過程において、幅広い市⺠の意⾒を聴

?��|�9f⺠が主体的にまちづくりに参画できる機会を提供することで、

市政への市⺠参画を推進します。�
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�� 市⺠のニーズに応える効率的・効果的な⾏政運営�
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多様化・⾼度化する市⺠ニーズや、急速に
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課題に対応し、市⺠本位の⾃主・⾃⽴のまち

k���P	��I��⾏政のデジタル化を

軸に、簡素で効率的・効果的な⾏政運営の展
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持続可能な財政運営を図るため、ふるさと納税制度の充実や企業⽴地の促

進を始め、歳⼊の確保に向けた取組を推進するとともに、中⻑期的な視点に

⽴った財政計画を策定し、創意⼯夫による魅⼒あるまちづくりを推進します。�

�
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ては、市⺠全体の貴
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に⽴ち、施設の適正配置や⻑寿命化対策を早

急に推進するとともに、計画的・戦略的な公
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に⼊れながら、周辺住⺠の意向や⼟地利⽤の状況を⼗分勘案した上で、有効

活⽤することで、社会経済情勢等の変化に伴う⾏政需要への対応を図ります。�
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●総合企画審議会会⻑、副会⻑の選任�

●市⻑から総合企画審議会会⻑へ総合
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TP� hij� XYZ[� \]^_`abc�d[e� kfg�

�����;�

lm� no� pq����;�

rs� 壽郎� pq����;�

tm� uv� pq����;�

%)w%xy�

z3�{|;�

}U� ~��� pq�d��C� ���

��� JW�� ��� �������� ��6� 部⻑�

��� �M� ⼟浦市地区⻑連合会� 会⻑�

��� nL� ⼟浦市⼥性団体連絡協議会� 会⻑�

栗原� ���

pq�� ��� ������

⼥性ネットワーク委員会� 委員⻑�

}U� 弘⼀郎� ⼟浦⻘年会議所� 直前理事⻑�

��� � � �

⽇⽴建機株式会社�

理事� サステナビリティ推進本部⻑�

�

�� ⻑�︓�TU� VW�
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%� ⼟浦市総合企画審議会設置条例�
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&� 市⺠意⾒�

�

（１）⼟浦市⺠満⾜度調査�
�

�� �� �� ��

����
総合計画に基づく各種施策について、市⺠の意向を把握するために５年に

⼀度実施するもので、調査結果は総合計画の策定の基礎資料に活⽤する。�

����� ������ ��������

���� 住み⼼地、施策の満⾜度・重要度、まちづくりについて、広報について�

����� ��


 ��

����� 住⺠基本台帳に基づく無作為抽出�

���� ,-345���� !6a�B+���*/01 2����56�

���� 令和２（	
	
）年 �
 � 	
⽇（⽕）〜同年 �� � 	
⽇（⾦）�

 !� 	�#$%⼈（回収率 &�'�()�

�

（２）まちづくりの提案に関する意⾒募集� �

�

�� �� �� ��

?@���
市⺠との協働のまちづくりの⼀環として、市政に関する意⾒や提案、地区

� ¡¢V£¤B+�¥¦JK[M3§¨©ª5«�V����56�

意⾒を提出�

�¬5��

・市内に居住し、⼜は通勤し、若しくは通学している⽅�

・市内に事務所などのある個⼈⼜は法⼈若しくは団体の⽅�

z®�{�
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w̄ HI3�°�hc4±ba²�³ba´µ¶�·�

・市⺠サービスで「もう少し○○なら利⽤しやすくなる、利⽤したい」と

³ba«�6�

w«¸±¹�89:;<3ghc�º»¦=>¼½�

?@��� 令和３（	
	�）年２⽉ �7⽇（⽕）〜同年３⽉ �7 �k¾)�

意⾒提出⽅法� 持参、郵便、ＦＡＸ⼜は電⼦メールのいずれかの⽅法による。�

意⾒提出者数� �	 �� �

意⾒数� 	� G� �

�

������	
�����
�

�� �� �� ��

¿À�

YÁÂHI�JK[M�\]3`a<+̄ HI�rstuvwxyz{ÃÄ

に関する要綱」に基づき、計画（案）を公表し、広く市⺠の意⾒を募集す

56�

意⾒を提出�

�¬5��

w��3�Å�Æ5�.*CDwCÇBch5��

w��3�ÈÅ¢�Æ5É�w��Ê�Ë�EF���

TÌw���

w[Mk>)V�TÍ~�����3ÎÏBaÐ±+eÑÒk¥\LM 

及び情報公開室）、各⽀所・出張所及び各地区公⺠館に設置した。�

・意⾒募集について、市公式ホームページのほか、市公式ツイッター及び

y�ÓÔÕ�z3Ö×+Øa3+ºÙzHIÚ+ÛÜÝÞ���UÚß

（ピアタウン店、並⽊店及び中神⽴店）及び各地区公⺠館に設置してあ

5»�àÓáºâ��VãäBcåmVæba6�

?@��� 令和３（	
	�）年 �	 � �7⽇（⽊）〜令和４（	
		）年１⽉ �	 �kç)�

意⾒提出⽅法� 持参、郵便、ＦＡＸ⼜は電⼦メールのいず¸±���3456�

意⾒提出者数� ��� �

意⾒数� �$ G� �

� èé ���� #$	 G� �
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了時等に合わせて、⾒直しを⾏っていきます。�
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� 基本目標１︓⼼豊かに住み続けることのできるまちづくり� �

������	
��

・結婚、妊娠・出産、⼦育てのライフステージに応じた、切れ目のない総合的な施策

を推進することで、特に若い世代の結婚・出産・⼦育てに対する希望を実現します。

あわせて、時代の変化に応じたより良い教育環境の整備と学校教育の充実を図ると

������ 	

年時代の到来を⾒据え、多様な⽣涯学習の機会の提供やスポーツ

���������������
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�

合計特殊出⽣率�
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度を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

第２期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（計画期間︓.２〜.６年度）�

0�$�OP�QRS�

令和 *T(*
&+）年までに合計特殊出⽣率を⼈⼝置換⽔準（*%
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YAZ>[��$W��MN\]�^_>$�!�OP�5`����
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充実に関する満⾜度�

（⼟浦市⺠満⾜度調査） 
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地域における⼦育て⽀援の充実度を⽰す��<���

0�IJ�>KLMN�

*
*
つちうらこどもプラン（計画期間︓.２〜.６年度）（指標につき、今後位置付けを予

P-�

0�$�!OP�QRS�

bc(.６予定）の⼟浦市⺠満⾜度調査において、本指標に関する満⾜度を前回（)*T-
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児童⽣徒の情報活⽤能⼒� pqr活⽤能⼒向上への取組成果を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

第２期⼟浦市教育情報化計画（計画期間︓)a	(.１）〜.４年度）�

0�$�!OP�QRS�

MN\]�^`5��~���������; pqr ���<=>����>[��$
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�

公⺠館及び�
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⼀⼈ひとりが⾏う学習の充実に向けて、市⺠の学習参加の増加や学習満⾜度の⾼揚

�����<���

0�IJ�>KLMN�

第４次⼟浦市⽣涯学習推進計画（計画期間︓)*'〜.４年度）�

0�$�!OP�QRS�
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利⽤者数 
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「⼼のゆとり」を提供できる⽂化的施設の充実度を⽰す指標<���

0�IJ�>KLMN�

第２期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（計画期間︓.２〜.６年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、１⽇当たりの利⽤者数について、現状の５％の増加を目標値と

�5OP�5`����

�

IJ�>KLMN�������

��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�

��*
*
 ���e[����m(� * \ ¡¢9��89:5£¤¥¦MN-§[��¨

©�[��ª«¬�

��⼟浦市公⽴保育所⺠間活⼒導⼊実施計画［こども未来部こども政策課］�

��⼟浦市学校施設⻑寿命化計画［教育委員会教育総務課］�

��第３次⼟浦市教育⼤綱・教育⾏政⽅針［教育委員会教育総務課］�

���®b ¡¢9��¯��°±²MN§³:´µ¶�·¸¹¬(���-�

���º\ ¡¢³:wx»MN§³:´µ¶�¼¬�

��� &b ¡¢�·¸¹±²MN§³:´µ¶�·¸¹¬�

��� *次⼟浦市⽴図書館サービス計画［教育委員会⽣涯学習課（図書館）］�



����

 

� 基本目標２︓未来につなげる魅⼒あるまちづくり� �

������	
��

・「地域の宝」を磨き上げるとともに、時代の変化に応じて、新たな地域の魅⼒を⽣み

出し、これらを積極的に活⽤し、観光や交流、ひいては移住・定住にもつなげるこ

とで、地域の活性化を促進します。また、⻑い歴史に培われた誇り⾼い⽂化・芸術・

½¾�¿��b�À��Á=ÂÃÄÅ�±²�����
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�
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観光振興及び交流⼈⼝拡⼤に向けた取組成果を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

第２次⼟浦市観光基本計画（計画期間︓)a	(.１）〜.	
年度）�

0�$�!OP�QRS�

MN\]�^`5�¢Æ +d��ÇÈÊO��MÇÈÉE��`5�� �� 		�

�FG�$�!��5OP�5`����

ËÌË�ÍÎÏÐÑE 

rÒÓÔÔÕÖ�×ØÙÕÚÛÛÜ�pÝÞÔØßÖØà 

 

 

 

 

		�TT+(rá-�

	�/a*(×â-�

a'/(pã-�

()a
-�

	/�&'+(rá-�

*�*'&(×â-�

	�'		(pã-�
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0����12�

関係⼈⼝拡⼤に向けた戦略的な情報発信の成果を⽰す��<���

0�IJ�>KLMN�

� *期つちうらシティプロモーション戦略プラン（計画期間︓.２〜.６年度）�

0�$�!OP�QRS�

MN\]�^`5�)a
 �ä�å��rÒÓÔÔÕÖ �� ×ØÙÕÚÛÛÜ ��`5æ� !de

&
��FG��pÝÞÔØßÖØà ��`5æ .* �ä!; 	�
,	 <çvD[�de�.a è

降平均 	+��é�FG�$�!��5OP�5`����
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�
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満⾜度�
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0����12�

良好な景観形成への取組成果を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

⼟浦市都市計画マスタープラン（計画期間︓)*/〜.	+年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、本項目に関する⼟浦市⺠満⾜度調査の実績（)*a � )*T < 
%	/

klmn�)*T � .g< 
%	+ klmnFG-�ïð�5�$�!�OP�5`�

���

 

IJ�>KLMN�������

��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�

��� *b ¡¢ìñåòMN§7¦óô�õöìñ¬�

��⼟浦港周辺広域交流拠点基本計画［都市政策部都市整備課］�

��⼟浦市⾃転⾞のまちづくり構想［市⻑公室政策企画課］�

��� *期つちうらシティプロモーション戦略プラン［市⻑公室広報広聴課］�

�� ¡¢¾ìMN§÷¢ª«�÷¢MN¬�

�� ¡¢÷¢MNøùúÑ��m§÷¢ª«�÷¢MN¬�
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� 基本目標３︓「しごと」を核とした活⼒のあるまちづくり� �

������	
��

・時代の変化に合わせて、本市の強みを⽣かした産業振興を図るとともに、更なる企

¦ûü�ýþÉ��D�����6��Ä�Å����ç�Z5�	4¢
���

にぎわい創出の取組を促進し、魅⼒ある都市環境を形成します��

�

�������

� !�

（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�

休⽇の歩⾏者・⾃転⾞�

交通量�
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0�IJ�>KLMN�

⼟浦市中⼼市街地活性化基本計画（計画期間︓)a	(.１）〜.５年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、現状値を基準に、新たな施策効果により⾒込まれる増加数（a�*&,

��-�G��DE!�$�!��5OP�5`����

市内⺠営事業所に就業 
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0����12�

本市の雇⽤⼒の状況を⽰す指標<���

0�IJ�>KLMN�

第２期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（計画期間︓.２〜.６年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、現状程度の維持を目標値として設定しています。�
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本市の「雇⽤⼒」の裏付けとなる経済活動の活性度を⽰す指標<���

0�IJ�>KLMN�

第２期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（計画期間︓.２〜.６年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、現状から年１〜２％の持続的な成⻑を目標値として設定してい

����
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�

⺠間投資額（環境省「地域
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0�IJ�>KLMN�

第２期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（計画期間︓.２〜.６年度）（指標

��=�f�� �_�!P-�

0�$�!OP�QRS�

今後５年間において、現状から年１％の持続的な成⻑を目標値として設定していま

���

�

IJ�>KLMN�������

��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�

���º\ ¡¢	4¢
���»åòMN§÷¢ª«�÷¢"#¬�

��⼟浦農業振興地域整備計画［産業経済部農林⽔産課］�

�
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� 基本目標４︓全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちづくり� �

������	
��
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（現状年）�

�������

（目標年）�
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び訓練補助⾦利⽤状況�
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⼟浦市国⼟強靭化地域計画（計画期間︓�２〜�４年度）�

������4�89:�
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$�%�

避難路及び緊急輸送路 

の指定路線橋梁の補強 
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避難路・緊急輸送路の確保状況を⽰す指標です。�
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⼟浦市国⼟強靭化地域計画（計画期間︓�２〜�４年度）�
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第２期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（計画期間︓�２〜�６年度）�

������4�89:�

計画期間において、防犯⼒の底上げにより、現状値以下を目標値として設定してい
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��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�

�� ¡¢$%&'�²MN§÷¢ª«�(@�¼¬�

��⼟浦市国⼟強靭化地域計画［総務部防災危機管理課］�

��⼟浦市地域防災計画［総務部防災危機管理課］�

��⼟浦市業務継続計画［総務部防災危機管理課］�

��⼟浦市国⺠保護計画［総務部防災危機管理課］�

�� ¡¢ý)ò�*¤MN§ý)ò�+),-¬�

��⼟浦市⽔防計画［総務部防災危機管理課］�

��⼟浦市消費者教育推進計画［市⺠⽣活部⽣活安全課］�
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� 基本目標５︓多様性を認め合い、包容⼒を育むまちづくり� �

������	
��

・⼈権意識の醸成と平和意識の啓発や男⼥共同参画社会、多⽂化共⽣社会などの実現

に向けた取組、市⺠との協働におけるこれまで以上の深化と取組領域の強化など、

地域社会を構成する⼀⼈ひとりがお互いへの理解を深め、⽀え合う地域共⽣社会の
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�

⼥性就業率�
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仕事と⼦育てが両⽴できる環境への取組成果を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

第２期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略（計画期間︓.２〜.６年度）�

0�$�!OP�QRS�
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市⺠の割合 
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誰もが個性と能⼒を⼗分に発揮できる社会の形成に向け、仕事と家庭⽣活の調和に

関する市⺠意識の⾼揚を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

第４次⼟浦市男⼥共同参画推進計画（計画期間︓.３〜.	*年度）�

0�$�!OP�QRS�

次回の上述の計画に基づく市⺠意識調査において、前回（)*/-defc(.g-�3�

率（*%*％）に年間１％の伸びを現状値に加算した数値を目標値として設定しています。�

国際交流イベン
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市⺠の多⽂化共⽣意識の醸成を図りながら、お互いが地域社会の担い⼿として活動

�5`7Dy����"R>Dy���<���
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⼟浦市多⽂化共⽣推進プラン（後期計画）（計画期間︓.２〜.６年度）�

0�$�!OP�QRS�
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��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�

�� ¡¢�9Ê«±²åòMN§:;�:;¬�

�� ¡¢ê<I«MN§=>?@�AB?@¬�

��第４次⼟浦市男⼥共同参画推進計画［市⺠⽣活部市⺠活動課］�

��⼟浦市役所⼥性職員活躍推進プラン（CD�E ¡¢F�9:5£¤��m-§:;��¥

¬�

��⼟浦市多⽂化共⽣推進プラン［市⺠⽣活部市⺠活動課］�
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� 基本目標６︓ふれあいとあたたかさにあふれる福祉のまちづくり� �

� ������	
��

・市⺠・社会・⾏政で⽀える地域福祉を推進するとともに、⾼齢者福祉や医療体制・

社会保障制度の充実、障害のある⼈、ない⼈が共に⽣きる社会の実現に向けた取組

などを通じて、市⺠や事業者等と⾏政が相互にパートナーシップを確⽴し、医療、

=>�?@�Gy�HI��J<�À�K�L¶=A��������
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（現状年）�
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（目標年）�

がん検診受診率�
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市⺠の健康づくりを推進するための疾病予防への取組成果を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

� ab>M���e *	（計画期間︓.２〜.６年度）�
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� '次⼟浦市ふれあいネットワークプラン（計画期間︓.３〜.５年度）�
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計画期間において、１年当たり &'
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�

障害のある⼈の就労移⾏者数 
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第６期⼟浦市障害福祉計画（計画期間︓.３〜.５年度）�
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�ä��ò¢��w�`�R�� � 	%	, 倍の移⾏を目標値として設定していま
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��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�
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��� ' 次⼟浦市ふれあいネットワークプラン（⼟浦市⽼⼈福祉計画及び介護保険事業計

N-§=>?@�WX?@¬�

��⼟浦市国⺠健康保険第⼆期データヘルス計画及び第三期特定健康診査等実施計画［保健

福祉部国保年⾦課］�
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� 基本目標７︓未来につなげる環境にやさしいまちづくり� �

������	
��
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組に本市も歩調を合わせるとともに、⾥⼭や筑波⼭麓の豊かな⼭林などの緑の保全、

ÄÅÆSÇÈ�ÉÊËÌ#Í�bc]ÎÏ+�ÐÑÒÓ�PRÔÕ#ÖF����

達成に向け、市⺠・事業者・⾏政の連携による、⼈と⾃然が共⽣するための環境保
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ガス排出量
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�����年までに⼆酸化炭

素の排出量を実質ゼロ�
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第⼆期⼟浦市地球温暖化防⽌⾏動計画（計画期間︓�２〜���年度）�

第三期⼟浦市環境基本計画（計画期間︓��〜��ª年度）�
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ごみ排出量 

 

 

 

 

ß��à©á@i�

�����

��ªâ©á@i�

���ª��

��������

�vãä_å��bc��]����2�%�

����������

第３次⼟浦市ごみ処理基本計画（計画期間︓�４〜��ª年度）�
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��=>	!*+�xyæ(ç ��％の減量を目標値として設定しています。�
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（目標年）�
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0�IJ�>KLMN�

第三期⼟浦市⽣活排⽔対策推進計画（計画期間︓)a
〜.９年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、環境基本法に基づく、霞ヶ浦へ流⼊する河川の⽣活環境の保全

�î�>��åPOP!(âop（⽣物化学的酸素要求量）*àß�qèr-�t�12
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��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�

��第三期⼟浦市環境基本計画［市⺠⽣活部環境保全課］�

��第⼆期⼟浦市地球温暖化防⽌⾏動計画［市⺠⽣活部環境保全課］�

��第四期⼟浦市役所環境保全率先実⾏計画［市⺠⽣活部環境保全課］�

��⼟浦市循環型社会形成推進地域計画［市⺠⽣活部環境衛⽣課］�

��第３次⼟浦市ごみ処理基本計画［市⺠⽣活部環境衛⽣課］�

�� ¡¢uvrmw¥¦MN§(O�rmw¬�

��� *b ¡¢mw¥¦åòMN§(O�mw¬�

��⼟浦市農業集落排⽔事業経営戦略［建設部下⽔道課］�

��⼟浦市公共下⽔道事業経営戦略［建設部下⽔道課］�

��第三期⼟浦市⽣活排⽔対策推進計画［市⺠⽣活部環境保全¬�

�
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� 基本目標８︓効率的な⾏財政運営による持続可能なまちづくり� �

������	
��

・市⺠サービスのデジタル化を促進するとともに、道路、公園などの基幹的な社会基

盤の整備や地域特性に応じた秩序ある適正な⼟地利⽤、超⾼齢社会や地球環境問題

�`�RD:�W�uvxyz{�?@���±²����ç�Z5�ò¢�¥;

処理のデジタル化や広域⾏政の推進を図るとともに、公共施設マネジメントなどを

通じて、持続可能で安定的な⾏財政基盤を確⽴します。�
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（現状年）�
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（目標年）�

都市機能誘導施設の充⾜率�
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⽴地適正化計画による、良好な市街地形成に向けた達成状況を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

⼟浦市⽴地適正化計画（計画期間︓)*,〜.	+年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、都市機能誘導施策により施設充⾜率 	
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公共交通不便地域⾯積 
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⼟浦市地域公共交通計画（計画期間︓.４〜.８年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、公共交通不便地域におけるコミュニティ交通の導⼊促進（６地区で
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（現状年）�

"#�$�!�

（目標年）�

住⺠票・印鑑登録証明書における�
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⾏政サービスの向上への取組成果を⽰す指標です。�

0�IJ�>KLMN�

� /次⼟浦市⾏財政改⾰⼤綱（計画期間︓)a	(.１）〜.５年度）�

0�$�!OP�QRS�

計画期間において、市⺠の利便性向上や窓⼝の混雑緩和に向け、１年当たり１％の
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��� *期⼟浦市まち・ひと・しごと創⽣⼈⼝ビジョン・総合戦略［市⻑公室政策企画課］�

��⼟浦市⽴地適正化計画［都市政策部都市計画課］�

�� ¡¢�YuvxyMN§÷¢ª«�÷¢MN¬�

��⼟浦市空家等対策計画［市⺠⽣活部⽣活安全課］�

�� ¡¢:��°u�åòMN(���°u��l��°u�����°u�-§÷¢ª

«�÷¢"#¬�

�� ¡¢÷¢MNøùúÑ��m§÷¢ª«�÷¢MN¬�

����b ¡¢�µ�'åòMN§:;��¥¬�

��� /次⼟浦市⾏財政改⾰⼤綱［市⻑公室政策企画課］�

��⼟浦市公共施設等総合管理計画［市⻑公室政策企画課］�
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サミットにおいて、国際社会が令和 %"�"$+$�

年に向けて、持続可能な社会の実現のために取
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J����%K' のターゲット（⾏動目標）、"+"

のインディケーター（達成度を測るための数値
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lmEC�defgの概念を共通認識として、市⺠・事業者・⾏政の連携の下、本
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MM� O"PQRSTUVW�X�� MY� K�TZ[� K\
Z[�

M]� ^_`a�bcd�ef�� Mg� h�i\j�kL
�

Ml� 陸の豊かさも守ろう� Mm� *n�op��������

Mq� r)4s)tuvwxy�z{./
� �



����

 

�������	
�����

�������	
���������
���� ��������� ��

!�"#

#

# # ■基本目標１︓⼼豊かに住み続けることのできるまちづくり#

#

#

#

�

�

�

# # ■基本目標２︓未来につなげる魅⼒あるまちづくり�

�

�

�

�

�

�

■基本目標３︓「しごと」を核とした活⼒のあるまちづくり�

�

�

�

�

�
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■基本目標４︓全ての市⺠が安⼼して暮らせるまちづくり�

�
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�

�

�
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■基本目標５︓多様性を認め合い、包容⼒を育むまちづくり�
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■基本目標６︓ふれあいとあたたかさにあふれる福祉のまちづくり#
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� � ■基本目標７︓未来につなげる環境にやさしいまちづくり�

�
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� � ■基本目標８︓効率的な⾏財政運営による持続可能なまちづくり�
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